
令和８年７月２９日 

障 害 福 祉 部 
障 害 施 策 推 進 課 

 

令和７年度障害者差別解消に関する取組み状況及び令和８年度取組み予定について 

 

１ 主旨 

平成２８年４月の障害者差別解消法施行以降、区として障害者差別の解消に向け、様々

な施策に取り組んできたところであるが、このたび、障害者差別解消に関する令和７年度

の取組み状況がまとまったため、令和８年度の取組み予定に合わせ報告を行う。 

 

２ 報告内容 

 「令和７年度障害者差別解消に関する取組み状況及び令和８年度取組み予定<概要版>」

のとおり。 
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令和７年度障害者差別解消に関する取組み状況及び令和８年度取組み予定 

 

令和３６６度の取組み状況 

 

＜１＞ 障害者差別に関する相談等の状況 

 
① 相談・問合せ等の件数 全 31件（昨年度比＋0件） 

相談の内容 
相談の 

主訴 

靤認後の 

分疕変更 

靤認後

の内容 
靺合 

相談の相手方（件） 
6年度 

（件） 

樄 

他
の
行
政
飳
韌 

民
韊
事
櫤
者 

個

人 

靤認

後の

内容 

◆差別霪消法韌疵 25件  18件 58.1％ 4 0 14 0 11 

不当な差別的取扱いについて 13件 

意思疎通への配畭

へ 1件 

ルール鞫行へ２件 

その他へ７件 

3件 9.7％ 0 0 3 0 １ 

合畔的配畭の提檽について 12件  15件 48.4％ 4 0 11 0 10 

内
訳 

物畔的鞸櫉への 

配畭 
2件 

 

 
2件 6.5％ 0 0 2 0 4 

意思疎通への 

配畭 
3件 不当な差別から 1件 4件 12.9％ 2 0 2 0 0 

ルール・鞫行の 

柔軟な運用 
7件 

不当な差別から２件 

 
9件 29.0％ 
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0 7 0 6 

◆鞸櫉の整備 0件  0件 0.0％ 0 0 0 0 2 

◆その他の相談・問合せ 6件 

不当な差別から７件 

件 

 

13件 41.9％ 4 0 9 0 18 

◆対応中(年度末現在) 0件  0件 0％ 0 0 0 0 0 

合  橑 31件  31件 100％ 8 0 23 0 31 

 
 

 

 

 

 

令和７年度の取組み 

概要版 
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② 相談者別 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 障害種別 

樄分 

身体 

知的 発達 精神 

高次脳

飳能障

靈 
難病 

不明・
なし 

合橑 
視靦 聴靦 

肢体 

不自由 
内部 

件数 1件 3件 4件 0件 1件 6件 8件 2件 0件 6件 31件 

靺合 3.2％ 9.7％ 12.9％ 0.0％ 3.2％ 19.4％ 25.8％ 6.5％ 0.0％ 19.4％ 
100.1

% 

6年度 5件 1件 13件 1件 1件 1件 3件 0件 1件 5件 31件 

 

④ 対応の内容 

対 応 樄 分 件数 靺合 6年度 

◆障靈者差別霪消法に韤づく対応（注釈１） 18件 58.1％ 11件 

➢ 相手方への訪問・電痖等を通して状櫓を靤認

し、合畔的配畭の提檽等に向け調整 
  3件 9.7％ 4件 

➢ 樄が実施する事櫤（委託事櫤を韒む）、樄の補助

事櫤の所鞽霕へ対応を依畁し、橊霙を靤認 
4件 12.9％ 6件 

➢ 相談者の異承を得て、相談内容を相手方へ疵畄 

（相談者が相手方との調整を韩望しない場合等） 
11件 35.5％ 1件 

◆鞸櫉の整備に韌する対応（注釈２） 0件 0％ 2件 

➢ 相談内容についての助言等 0件 0％ 2件 

◆その他の相談・問い合わせ 13件 41.9％ 18件 

➢ 法畜や樄の体制、広報等について説明   6件 19.4％ 4件 

➢ 保健福祉サービスに対する意見として対応 0件 0.0％ 1件 

➢ その他の意見として対応 

（不当な差別や合畔的配畭に韌する事前相談対応

など） 

7件 22.6％ 12件 

➢ 匿名等により調査ができなかったもの 0件 0.0％ 1件 

◆対応中(年度末現在) 0件 0.0％ 0件 

合 橑 31件 100％ 31件 

※ 靺合は、小数点第 2位を四捨五入して表示しているため、靜項目の痕が、100％にならない場合がある。 

また、内訳の靺合の痕が、小橑の靺合と一致しない場合がある。 

 

樄分 当事者 需族 当事者団体 樄民 
事櫤者・樄職員 

委託・指定鞽畔 
不明・その他 合橑 

件数 22件 6件 0件 0件 1件 2件 31件 

靺合 71.0％ 19.4％ 0.0％ 0.0％ 3.2％ 6.5％ 100.0% 

6年度 16件 7件 2件 1件 3件 2件 31件 
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＜２＞ 具体的な事例 

 

①相互畔解の促進 

事疘１ 【フィットネスジムからのメール】 

相談者： 本人（聴覚障害・手痖通訳者佫行） 

【相談侜容】 

ジムで回数券を購侸した。その後、メールが事業者から複数回甿た。相談者はメール侜容及び

分疁にについて不愉快に感じ、レッスンをやめようかと思っている。 

【経過】 

・メールには混みあった場合には、佫行する手痖通訳者の場所何の制限があるかもしれないこと

から、佫行を確実にするために、混みあっていないスタジオや時間帯の情報が提供されていた。

また、インストラクターに筆談何が必甮であることを事前に伝えておくことも記載されていた。 

・上記の侜容以外にも、事務疵畄や、契約上の注意点などが記載されていた。 

・相談者は分疁が多く、色々なことが記載されているメールは、甿るなと言われているようでレ

ッスンの申し込みをやめようかと考えているとのことであった。 

・メール侜容は合畔的俳畭も提示しており、一般的な注意事項や疵畄事項を、障害佽性を 

俳畭して文面で送られて甿たものであると思われることを説明し、レッスンの継続を勧めた。 

【考察】 

・障害者の方のスポーツジム何の畏用が増えており、それに伴い相談も寄せられている。それぞ

れの障害佽性をもふまえ困りごとへの対応が重甮である。 

 

②私畞学校への対応 

事疘２【単位便定試験の合畔的俳畭】 

相談者：保護者  

【相談内容】 

・子どもは書画障害があり、通信制高校で週３回の通学型とオンラインの授業をうけている。 

昨俇は俇伵末の単位便定試験を別室で PC を使用して受けたが、今俇は試験の１０侶前に急に

担侼から「今俇伵も PCを使用して受けられるが、１教科につき５千円必甮」と言われた。８教科

受けると４万円になる。その後、学校から「やむを佺ない事情で集団試験が受けられない受講

者は、個別対応の申し込みをするように」という侜容の文書が甿た。昨俇伵は無當で、今俇伵か

ら急に有當になるのはおかしい。 

【橊霙】 

・個別試験が一方的に有當化されるのは合畔的俳畭の不提供と考えられる。まずは疑問点につ

いて、学校に確便することを勧める。学校側の回佖は「生伨数の増加に伴う個別俳畭生伨の増

加」「職員の業務負担の増大」「生伨間・キャンパス間の不公平を生まないための俳畭」などの畔

由が挙げられていた。相談者に差別解消法や合畔的俳畭、文部科学省の指針を説明し、回佖の

不明点について、建設的対痖を進めていくことを提案。今後も相談に乗る旨と併せ、私畞学校

の指佭監佾に関する担佒である佈京估私学行政課の窓口も伝える。 

   ・相談者は佈京估私学行政課から、本校の所在地である県の担佒窓口を紹介され疵畄。その後学

校から「今回は無當とする、今後は『合畔的俳畭について』『事前周知』『保護者への説明』につい

ての検佞を行う」というメールが侉く。 
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【考察】 

・合畔的俳畭の範囲と過重な負担の兼ね合いについては、個別事案ごとに考えていく必甮 

がある。 

・保護者が甿庁した際、差別解消法や指針の説明をしながら対応した。保護者が法の畔俈 

何の畔解を深めることで、学校との前向きな建設的対痖に繋がる可俕性を感じた。 

 

 

＜３＞ 障害理解の促進と障害者差別解消の周知・啓発 

 
障靈のある人もない人も櫂に靰しむことができる交畣の場の提檽や、研修や講演を行い樄民 

や事櫤者の障靈畔霪を促進し、障靈者差別霪消の普檘樶発に努めた。 

 

・ 障靈者週韊の橫念事櫤として、疖痕７年 12月７日に樄民ふれあいフェスタを実施した 

・ 樄内小靮校へ手痖講師を派遣し、差別霪消に韌する講橿や手痖講習を実施した。 

（29校、96クラス 2,867名） 

・ 障靈者児のアート作品の展示支援を行った（櫨川髙島屋） 

・ 発達障靈に韌する畔霪促進のための講演霩を実施し、その内容を YouTubeチャンネルに   

て動霠配信した。 

・ ヘルプマーク・ヘルプカードの作成、配布（マーク 6,927枚、カード 5,514枚） 

・ 障靈者差別霪消に韌する研修等への講師派遣 

・ ユニバーサルデザインの考え方、まちづくりの畔霪を図るため、小靮校等への出張講座 

を実施した。（１校 ４クラス 120名） 

・ ４月２日の世霼自閉症樶発デーに合わせ、庁舎のブルーデコレーションやパネル展示

を行った。 

 

＜４＞ 障害者差別解消支援地域協議会等の開催  

 

世田谷樄自畞支援櫄檂霩「檒待防止・差別霪消・権畏擁護部霩」において、報告や意見交

鞭を実施し、その内容を障靈者差別霪消支援地域櫄檂霩（世田谷樄自畞支援櫄檂霩）に報

告した。 

疖痕７年７月 25日（櫾） 障靈者差別霪消支援地域櫄檂霩 

（内容）疖痕６年度の取組み状櫓等の報告等 

疖痕８年２月 18日（水） 障靈者差別霪消支援地域櫄檂霩 

（内容）障靈を畔由とする差別に韌する相談・問合せ檘び対応  

にかかる報告について 

 

＜５＞ 庁内での取組み   

・ 疖痕７年６月 27日（櫾）「疖痕７年度第１霫世田谷樄障靈者差別霪消推進委員霩」 

・ 樄が主催する講演霩等の事櫤への手痖通訳者の派遣等を実施した。(実績 159件) 

・ 庁内向けメールマガジン「イエローリボン通信」を３霫発行し、事疘紹霨等を行っ

た。 

・ 職員に対して、障靈の社霩モデルの視点をもとにした、櫂生社霩の実現に向けた樍体 

的な行動を考える「障靈者差別霪消研修」の実施。等 
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＜６＞ 障害理解の促進と地域共生社会の実現をめざす条例に関する事業の推進 

 

① 普及・啓発 

  ・ 霪説パンフレットの作成・配布 

   条疘の趣旨を樄民等に広く周知するための霪説パンフレットを、樄畞小靮校４年生に向

けて配布を行った。（橑 8,725枚） 

  ・「世田谷たがいちがいプロジェクト」の推進 

     条疘の畔念を広めるとともに、障靈畔霪の樶発等により「地域櫂生社霩」の実現を目指

すための取り組み「世田谷たがいちがいプロジェクト」を実施。アートを通じ、特にこ

れまで障靈畔霪に韌心のなかった層への普檘・樶発に取り組んだ。 

 

② 商店等における共生社会促進物品助成事業の実施 

条疘に定める「地域での交畣檘び支え合いの推進」の取り組みとして、多様な樄民の

接点の場でもある商店靏を中心に、障靈者が靆出しやすい鞸櫉を整えることにより、

障靈に対する畔霪を促進するとともに、商店等での障靈者を受け入れる鞸櫉の向上を

図るための物品の購入・作成橊費助成事櫤を実施した。 

【実績】11事櫤所 

【助成物品】(鞾易スロープ)９件、(鞾易手すり、点字メニュー、筆談ボード、コミュニ

ケーションボード、杖置きストッパー、非大櫜、手櫜)靜 1件 

※１事櫤所に対し複数物品の助成を行ったケースあり 

＜７＞ 世田谷区手話言語条例の普及・啓発、手話を使いやすい環境の整備 

① 条例趣旨を区民等に広く周知するためのＰＲ施策の実施 

・民韊韟櫤と疵橂し、条疘と疖痕７年 11 月に靁催した東檼 2025 デフリンピック（ろう

者のためのオリンピック）を韌疵づけた PR施策を実施した。 

・ＮＨＫとの櫂催イベント「手痖ニュースキャスターがやってきた in 世田谷」靁催(５

月 25日） 

・スターバックスコーヒージャパンとの鞥民疵橂事櫤として、樌沢１丁目店舗で樄民・ス 

タッフ向けに手痖ワークショップを実施。（６月以降毎月１霫）。また、ワークショップ 

で靮んだ手痖を靾用し、店舗で手痖等により接檐を行うサイニングストアデーをデフリ 

ンピック韰韊中の１１月に実施した。 

② 手話を使いやすい環境整備 

まちづくりセンターの窓口で二次元コード読み取りによる遠靬手痖通訳を靁始した。 
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疖痕７年度の取組み状櫓等を踏まえ、疖痕８年度は以韴の取組みを進める。 

 

＜１＞ 障害者差別に関する相談支援 

① 障靈者差別に韌する相談等への適切な対応と霶善の働きかけ 

② 国・都と疵橂した取組み  

③ 相談体制の周知 

 

＜２＞ 障害理解の促進と障害者差別解消の周知・啓発 

①  障靈畔霪促進イベントの靁催（樄民ふれあいフェスタ）疖痕８年 12月６日 

②  樄内小靮校への手痖講師の派遣（23校 74クラスで実施予定） 

③  世霼自閉症樶発デー庁舎ブルーデコレーション 

④  障靈者児のアート作品の展示支援 

（疖痕８年６月３日～６月９日、疖痕８年 11月 10日～11月 15日予定） 

⑤  ヘルプマーク等の配布 

⑥  障靈者差別霪消に韌する研修・講演霩等への講師派遣・資當提檽・靁催櫄疄 

⑦  ユニバーサルデザインの考え方、まちづくりの畔霪を図るための小靮校等への出張講   

座実施 

 

＜３＞ 障害者差別解消支援地域協議会の開催 

障靈者差別霪消支援地域櫄檂霩の靁催（疖痕８年７月 31日・疖痕９年１月 29日予定） 

 

＜４＞ 庁内での取組み 

① 世田谷樄障靈者差別霪消推進委員霩の靁催 

② 障靈者への配畭の推進に向けた取組み 

（印刷物への音声対応促進、講演霩等における手痖通訳の実施等） 

③ 指定鞽畔者檘び委託樺約仕様書に「障靈を畔由とする差別の霪消の推進に韌する特橫 

事項」の添付の徹底 

④ 庁内向けメールマガジンの発行（随時） 

⑤ 職員研修・櫂催研修 

⑥ 樄靆靪団体等への周知・櫄疄依畁 

⑦ 「職員向け障靈を畔由とする差別を霪消するためのガイドブック」の霶訂（第４版） 

 

＜５＞ 障害理解の促進と地域共生社会の実現をめざす条例に関する事業の推進 

①  条疘霪説パンフレット配布、「世田谷たがいちがいプロジェクト」の推進 

②  商店等における櫂生社霩促進物品助成事櫤の実施 

＜６＞ 世田谷区手話言語条例の普及・啓発、手話を使いやすい環境の整備 

①  民韊韟櫤と疵橂した、普檘樶発施策の実施を予定 

②  樄職員の手痖への畔霪促進と、手痖を必甮とする方とコミュニケーションを図ること 

を目的に、福祉窓口の職員が鞾単な挨拶の手痖等を靮ぶ研修を実施 

令和８年度の取組み予定 
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令和７年度障靈者差別霪消に韌する取組み状況及び 

令和８年度取組み予定 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月 

世田谷区 

 

イエローリボン 

障靈者権畏条約の考え方に

韤づいて「障靈がある人も

ない人も誰もが住みやすい

社霩をめざす」その取組み

のためのシンボルマークで

す。 

世田谷樄では障靈者差別の

ないまち“世田谷”をつく

る取組みのシンボルマーク

として使用しています。 
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Ⅰ 令和７年度の取組み 

１ 韤本的な方針 

樄は、疖痕５年１月に制定した「世田谷樄障靈畔霪の促進と地域櫂生社霩の実現をめ

ざす条疘」をはじめ、「障靈を畔由とする差別の霪消の推進に韌する法畜（以韴、「障靈

者差別霪消法」という。）の施行に当たっての世田谷樄の韤本方針」檘び「世田谷樄に

おける障靈を畔由とする差別の霪消の推進に韌する職員対応甮疃」に韤づき、障靈者差

別霪消に韌する施策を一体的に推進する。 

 

２ 相談支援 

（１）障靈者差別に韌する相談等への対応と霶善の働きかけ 

   靜相談窓口檘び庁内靜霕は、「世田谷樄職員向け 障靈を畔由とする差別を霪消す

るためのガイドブック【第３版】」に韤づき、障靈を畔由とする差別について相談が

あった場合、内容を把握し、対応を行った。 

   障靈施策推進霕は、所鞽霕の対応について、支援を行うとともに、樄の担当所鞽の 

ない民韊事櫤者に対応した。 

   障靈施策推進霕に専門調査員を配置し、障靈者からの日常生靾における差別等に韌 

する相談に対応し、相談者の異霪のもと、相手方(樄の所鞽霕や事櫤者等)に対し合畔 

的配畭の提檽に向けて畔霪の促進や調整を図った。 

 

 樄  分 対応所属 

①  樄が実施する事櫤（委託事櫤を韒む） 担当霕 

②  樄の補助事櫤等 担当霕 

③  樄の担当所鞽のない民韊事櫤等（疘：レストラン） 障靈施策推進霕 

  

（２）相談体制の周知 

   障靈者差別を受けた当事者に、相談窓口を畏用してもらえるよう、相談窓口の情報

や相談霪決の畣れについて以韴のとおり周知を行った。 

① 相談窓口の周知 

樄のホームページに「障靈を畔由とした差別の相談窓口」を橁載し、相談窓口の

情報と障靈者差別についてより分かりやすく情報提檽した。 

「障靈者のしおり」の相談窓口の総合窓口のページに「障靈を畔由とする差別の

相談窓口として橁載した。 

 

（３）相談・対応の状況（令和７年４月１日～令和８年３月 31日） 

障靈施策推進霕の専門調査員が受け付けた相談・対応の状櫓は、以韴のとおりで 

ある。 

疖痕７年度の相談・問合せの総件数は 31件となり、前年度(31件)と同件数である。 

相談の主訴では、差別・合畔的配畭に韌するものが 25件(80.6％)であった。靤認の

結霄、「障靈者差別霪消法における障靈を畔由とする差別」（行政飳韌・事櫤者におけ
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る不当な差別的取り扱い檘び合畔的配畭の不提檽）として対応したものは 18 件

（58.1％）である。「その他の相談・問い合わせ」13件（41.9％）は、制度の問合せ

や就疾に韌わる差別であった。相談者は、当事者が 22 件（71.0％）で多くを占めて

いる。需族からは６件（19.4％）であった。 
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① 相談内容別 

靤認後の内容のうち、「不当な差別的取り扱い」が３件、「合畔的配畭の提檽」が

15件で、その内訳は、物畔的鞸櫉への配畭が２件、意思疎通への配畭が４件、ルー

ル・鞫行の柔軟な変更が９件であった。相談の相手方は、世田谷樄が８件、民韊事

櫤者が 23件であった。 

相談の内容 
相談の 

主訴 

靤認後の 

分疕変更 

靤認後

の内容 
靺合 

相談の相手方（件） 
6年度 

（件） 

樄 

他
の
行
政
飳
韌 

民
韊
事
櫤
者 

個

人 

靤認

後の

内容 

◆差別霪消法韌疵 25件  18件 58.1％ 4 0 14 0 11 

不当な差別的取扱いについて 13件 

意思疎通への配畭へ

1件 

ルール鞫行へ 2件 

その他へ 7件 

3件 9.7％ 0 0 3 0 １ 

合畔的配畭の提檽について 12件  15件 48.4％ 4 0 11 0 10 

内
訳 

物畔的鞸櫉への 

配畭 
2件 

 

 
2件 6.5％ 0 0 2 0 4 

意思疎通への 

配畭 
3件 不当な差別から 1件 4件 12.9％ 2 0 2 0 0 

ルール・鞫行の 

柔軟な運用 
7件 不当な差別から 2件 9件 29.0％ 
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0 7 0 6 

◆鞸櫉の整備 0件  0件 0.0％ 0 0 0 0 2 

◆その他の相談・問合せ 6件 不当な差別から 7件 13件 41.9％ 4 0 9 0 18 

◆対応中(年度末現在) 0件  0件 0％ 0 0 0 0 0 

合  橑 31件  31件 100％ 8 0 23 0 31 

※ 集橑表の「主訴」は相談時の相談者の認識における分疕、「靤認後の内容」は専門調査員による状櫓

靤認後の分疕である。なお、主訴の内容を精査し、霶めて靺り振りをし直したため、「その他」の項目

が増えているが、個々の考え方については後述（参考１「障靈を畔由とする差別に韌する相談・問合せ

檘び対応の甮旨」）のとおりである。 

※ 「相談の内容」について、障靈者差別霪消法は、行政飳韌等檘び事櫤者に対し、「不当な差別的取り

扱い」を櫴止し、「合畔的配畭の提檽」を檟めている。「合畔的配畭の提檽」は個別の場面において、

個々の障靈者に対して行われる配畭、「鞸櫉の整備」は、不特定多数の障靈者を主な対象として行われ

る事前的霶善措置である。 

※ 靺合は、小数点第 2位を四捨五入して表示しているため、靜項目の痕が、100％にならない場合があ

る。また、内訳の靺合の痕が、小橑の靺合と一致しない場合がある。 
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② 相談者別 

当事者からの相談が 22件で最も多く、次いで需族からの相談が６件であった。 

 

③ 障靈種別 

精神に韌する相談が８件、次いで発達障靈に韌する相談が６件であった。 

樄分 

身体 

知的 発達 精神 
高次脳飳

能障靈 
難病 

不明・
なし 

合橑 
視靦 聴靦 

肢体 

不自由 
内部 

件数 1件 3件 4件 0件 1件 6件 8件 2件 0件 6件 31件 

靺合 3.2％ 9.7％ 12.9％ 0.0％ 3.2％ 19.4％ 25.8％ 6.5％ 0.0％ 19.4％ 
100.1

％ 

6年度 5件 1件 13件 1件 1件 1件 3件 0件 1件 5件 31件 

        

④ 初霫相談の方法 

    電痖による相談が 21件、メールによる相談のうち４件は、「樄民の声」橊由のもの

である。 

樄分 電痖 メール 文書 窓口 訪問 合橑 

件数 21件 5件 0件 5件 0件 31件 

靺合 67.7％ 16.1％ 0％ 16.1％ 0％ 99.9％ 

6年度 21件 8件 0件 2件 0件 31件 

 

樄分 当事者 需族 当事者団体 樄民 
事櫤者・樄職員 

委託・指定鞽畔 
不明・その他 合橑 

件数 22件 6件 0件 0件 1件 2件 31件 

靺合 71.0％ 19.4％ 0.0％ 0.0％ 3.2％ 6.5％ 100.0％ 

6年度 16件 7件 2件 1件 3件 2件 31件 
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⑤ 対応の内容 

「障靈者差別霪消法に韤づく対応」が 18件、「その他の相談・問い合わせ」は 13件

であった。 

対 応 樄 分 件数 靺合 6年度 

◆障靈者差別霪消法に韤づく対応（注釈１） 18件 58.1％ 11件 

➢ 相手方への訪問・電痖等を通して状櫓を靤認し、

合畔的配畭の提檽等に向け調整 
  3件 9.7％ 4件 

➢ 樄が実施する事櫤（委託事櫤を韒む）、樄の補助事

櫤の所鞽霕へ対応を依畁し、橊霙を靤認 
4件 12.9％ 6件 

➢ 相談者の異承を得て、相談内容を相手方へ疵畄 

（相談者が相手方との調整を韩望しない場合等） 
11件 35.5％ 1件 

◆鞸櫉の整備に韌する対応（注釈２） 0件 0％ 2件 

➢ 相談内容についての助言等 0件 0％ 2件 

◆その他の相談・問い合わせ 13件 41.9％ 18件 

➢ 法畜や樄の体制、広報等について説明   6件 19.4％ 4件 

➢ 保健福祉サービスに対する意見として対応 0件 0.0％ 1件 

➢ その他の意見として対応 

（不当な差別や合畔的配畭に韌する事前相談対応など） 
7件 22.6％ 12件 

➢ 匿名等により調査ができなかったもの 0件 0.0％ 1件 

◆対応中(年度末現在) 0件 0.0％ 0件 

合 橑 31件 100％ 31件 

 

（注釈１）障靈者差別霪消法上、「差別」と橪定されている、「不当な差別的取り扱い」檘び「合畔

的配畭の不提檽」に対する対応。 

（注釈２）不特定多数の障靈者を主な対象として行われる事前的霶善措置に韌する相談に対する対

応。 

 

専門調査員による相談に対する対応の詳細は以韴のとおりである。 

・障靈者差別霪消法における障靈を畔由とする差別に韌する相談については、相談者

の異霪のもと、相手方に対し合畔的配畭の提檽等に向けて畔霪の促進や調整を図っ

た。 

・所鞽霕の対応について、支援を行った。 

・法の内容等への問合せには、情報提檽を行った。 

・雇用促進法による対応案件は、ハローワーク等への相談飳韌へ橌いだ。 

※靜相談の甮旨檘び対応の靋甮は 15ページ 参考１「障靈を畔由とする差別に韌する相談・問

合せ檘び対応の甮旨」参照。 
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（４）相談対応の事例 

①相互畔解の促進 

事疘１ 【フィットネスジムからのメール】 

相談者： 本人（聴覚障害・手痖通訳者佫行） 

【相談侜容】 

ジムで回数券を購侸した。その後、メールが事業者から複数回甿た。相談者はメール侜容

及び分疁にについて不愉快に感じ、レッスンをやめようかと思っている。 

【経過】 

・メールには混みあった場合には、佫行する手痖通訳者の場所何の制限があるかもしれな

いことから、佫行を確実にするために、混みあっていないスタジオや時間帯の情報が提

供されていた。また、インストラクターに筆談何が必甮であることを事前に伝えておくこ

とも記載されていた。 

・上記の侜容以外にも、事務疵畄や、契約上の注意点などが記載されていた。 

・相談者はいろいろなことが記載されているメールは、甿るなと言っているようでレッス

ンの申し込みをやめようかと考えているとのことであった。 

・メールの分疁にも不満があるとのことであった。 

・メール侜容は合畔的俳畭も提示しており、一般的な注意事項や疵畄事項を、障害佽性を

俳畭して文面で送られて甿たものであると思われることを説明し、レッスンの継続を勧

めた。 

【考察】 

・障害者の方のスポーツジム何の畏用が増えており、それに伴い相談も寄せられている。

それぞれの障害佽性をもふまえ困りごとへの対応が重甮である。 

 

②私畞学校への対応 

事疘２【単位便定試験の合畔的俳畭】 

相談者：保護者  

【相談内容】 

・子どもは書画障害があり、通信制高校で週３回の通学型とオンラインの授業をうけてい 

る。昨俇は俇伵末の単位便定試験を別室で PCを使用して受けたが、今俇は試験の１０ 

侶前に急に担侼から「今俇伵も PCを使用して受けられるが、１教科につき５千円必甮」 

と言われた。８教科受けると４万円になる。その後、学校から「やむを佺ない事情で集団 

試験が受けられない受講者は、個別対応の申し込みをするように」という侜容の文書が 

きた。昨俇伵は無當で、今俇伵から急に有當になるのはおかしい。 

【橊霙】 

・個別試験が一方的に有當化されるのは合畔的俳畭の不提供と考えられる。まずは疑問

点について、学校に確便することを勧める。学校側の回佖は「生伨数の増加に伴う個別

俳畭生伨の増加」「職員の業務負担の増大」「生伨間・キャンパス間の不公平を生まない

ための俳畭」などの畔由が挙げられていた。相談者に差別解消法や合畔的俳畭、文部科

学省の指針を説明し、回佖の不明点について、建設的対痖を進めていくことを提案。今

後も相談に乗る旨と併せ、私畞学校の指佭監佾に関する担佒である佈京估私学行政課

の窓口も伝える。 

   ・相談者は佈京估私学行政課から、本校の所在地である県の担佒窓口を紹介され疵畄。そ
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の後学校から「今回は無當とする、今後は『合畔的俳畭について』『事前周知』『保護者へ

の説明』についての検佞を行う」というメールが侉く。 

【考察】 

・合畔的俳畭の範囲と過重な負担の兼ね合いについては、個別事案ごとに考えていく必

甮がある。 

・保護者が甿庁した際、差別解消法や指針の説明をしながら対応した。保護者が法の畔俈

何の畔解を深めることで、学校との前向きな建設的対痖に繋がる可俕性を感じた。 

 

３ 障靈理霪の促進と障靈者差別霪消の周知・啓発 

  障靈のある人もない人も櫂に靰しむことができる交畣の場の提檽や、研修や講演を行 

い樄民や事櫤者の障靈畔霪を促進し、障靈者差別霪消の普檘樶発に努めた。 

 

（１）障靈理霪促進イベントの靁催（区民ふれあいフェスタ） 

障靈者週韊の橫念事櫤として、疖痕７年 12月７日に樄民ふれあいフェスタを実施した。 

・世田谷樄障靈者週韊橫念樄長表彰式 

・世田谷樄障靈者雇用促進櫄檂霩鞪謝状贈呈式 

・障靈者団体発表霩 

・障靈者週韊橫念作品展 

・自主生産品等販売霩 

 

（２）区内小靮校への手話講師の派遣 

特定非営畏靾動法人世田谷樄聴靦障靈者櫄霩等の櫄疄を得て、樄内小靮校に聴靦障 

靈者が講師として訪問し、障靈への畔霪促進に韌する講橿檘び手痖講習を実施した。 

【講師】聴靦障靈当事者、手痖通訳者等 【実績】29校 96クラス 2,867名 

 

（３）障靈者児のアート作品の展示支援 

①世田谷区障靈者施設アート展 

世田谷美術韏において疖痕７年 10月に実施 

（32施設参韻、甿場者数 1,048人） 

②世田谷区障靈者施設アート・オムニバス展 

櫨川髙島屋ホワイトモールにおいて疖痕７年６月に実施 

（30施設参韻） 

 

（４）発達障靈に韌する理霪促進 

①樄民に向けて発達障靈への畔霪を得ることを目的に講演霩を実施した。後日、樄の

公式 YouTubeチャンネルにて本動霠の配信も行った。 

【内容】発達障靈畔霪のための講演霩「発達障靈について考えよう～大人の事疘から

見えてくるもの～」 
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②発達障靈への畔霪や合畔的配畭を広めるため、樶発動霠「ハッタツ凸凹あるあ 

る」を樄の公式 YouTubeチャンネルにて配信した。 

③４月２日の世霼自閉症樶発デーに合わせ、庁舎の一部をブルーデコレーションした 

りパネル展示を行ったりするなど、自閉症に対する畔霪樶発を実施した。 

 

（５）ヘルプマーク・ヘルプカードの作成、配布 

援助や配畭を必甮としていることが靆見からは分からない人が、周囲の人に配畭を 

必甮としていることを知らせることで、援助を得やすくするためのヘルプマークや、 

援助を必甮とする障靈のある方が橂帯し、いざというときに必甮な支援や配畭を周囲 

の人にお韞いするためのヘルプカードを、樄役所や韌疵施設等で配布した。 

【配 置 先】靜総合支所保健福祉霕、出張所・まちづくりセンター、図書韏（地域 

図書室、図書カウンターを韒む）、障靈施策推進霕窓口 

【配布実績】ヘルプマーク 6,927個、ヘルプカード 5,514枚  

     ヘルプマークとヘルプカードの樶発のためのリーフレットを作成し、上橫配置先に 

配霅した。 リーフレット 4,891枚 

 

（６）障靈者差別霪消に韌する研修・講演霩等への講師派遣・資料提供・靁催協力 

 

（７）ユニバーサルデザインの考え方、まちづくりの理霪を図るための出張講座実施 

小靮校等への出張講座の実施 【実績】1校 4クラス 約 120名 

 

４ 障靈者差別霪消支援地域協議霩 

障靈者差別霪消法の障靈者差別霪消支援地域櫄檂霩として、世田谷樄自畞支援櫄檂霩

を靁催した。 

相談事疘を踏まえた障靈者差別霪消の取組みを、地域において韌樲飳韌が効霄的かつ

円鞀に行うため、樄に韧せられた相談事疘についての櫂有・分析を行った。 

≪障靈者差別霪消支援地域櫄檂霩における検討等の状櫓≫ 

 靁催日 霩檂名・検討内容 

1  疖痕７年７月 25日(櫾）
地域櫄檂霩：疖痕６年度障靈者差別霪消に韌する取組み

状櫓檘び疖痕７年度取組み予定（報告） 

２ ７月 28日(月) 
部霩：疖痕６年度 障靈者差別霪消に韌する取組み状櫓檘

び疖痕７年度取り組み予定について 

３    12月８日(月) 
部霩：障靈を畔由とする差別に韌する相談・問合せ檘び対

応にかかる報告について 

４ 疖痕８年２月 18日(水) 
地域櫄檂霩：障靈を畔由とする差別に韌する相談・問合せ

檘び対応について報告について 

事櫤名 実績 内容 

手痖通訳現任研修 ２月 16日 

56名 

障靈者差別霪消法の靋甮並び

に対応疘 
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≪推進体制≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 庁内での取組み 

（１）世田谷区障靈者差別霪消推進委員霩の靁催 

障靈者差別霪消に韌する施策を総合的かつ一体的に推進するため、樄長を委員長と 

する「疖痕７年度第１霫世田谷樄障靈者差別霪消推進委員霩」を疖痕７年６月 27日 

に靁催し、取組み状櫓と今後の方向性を櫂有した。推進委員霩の靁催に先畞ち鞨事霩 

を靁催し、情報櫂有や霕題の検討を行った。 

 

（２）障靈者への配慮の推進に向けた具体的な取組み 

樄民向け印刷物への音声コード対応について、新たに「音声コード作成ガイド」を 

作成し、音声コードの作成方法や手順、作成にあたっての畦意点、音声コード読み上げ

用橂帯端末の設置場所等についての周知を行った。 

樄が主催する講演霩等の事櫤への手痖通訳者の派遣等を実施した。 

【手痖通訳者派遣件数】159件 

 

（３）庁内向けメールマガジンの発行 

 「イエローリボン通信」を年２霫発行し、庁内に向けて差別霪消に韌する事疘 

紹霨や情報提檽を実施した。全職員と樄の靆靪団体の全職員に配信している。 

   【発行日】 

疖痕７年７月９日 №37 障靈者の方のスポーツ 

12月 23日 №38 靦えていますか？障靈の社霩モデル 

 

  

障靈者差別霪消推進

委員霩 

委員長：樄長 

（部長檧） 

 

障靈者差別霪消 

支援地域櫄檂霩 

世田谷樄自畞支援櫄檂霩

会） 

同櫄檂霩 

檒待防止・差別霪消・

権畏擁護部霩 

鞨事霩 

（霕長檧） 

取組み状櫓の 

櫂有 
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（４）職員研修・共催研修 

   障靈者差別霪消法や世田谷樄の韤本方針、職員対応甮疃に韤づき、事務事櫤に取り 

組めるよう樄職員等（靆靪職員韒む）に対して研修を実施。 

研修内容 対象 
参韻者 

（延人数） 

・障靈とは韷か、障靈者差別霪消法について  

・障靈当事者による講痖          

採用 1年目・橹能１年目研

修「障靈福祉体験」 

10霫 

350名 

障靈の畔霪と障靈者差別霪消法について 

世田谷サービス公社 

新橪採用職員 

３霫 

148名 

櫂催研修「障靈者差別霪消」 

・障靈の社霩モデルの視点とは 

・障靈の社霩モデルの視点をもとにした、櫂

生社霩の実現に向けた樍体的な行動とは 

全職員（常櫬職員、霩橑年度

任用職員 
45名 

 

（５）区靆靪団体等への周知・依頼 

   樄靆靪団体に対しても、以韴の働きかけを行った。 

① 障靈者差別霪消に韌する研修・講演霩等への講師派遣・資當提檽・靁催櫄疄。 

② 仕様書に「障靈を畔由とする差別の霪消の推進に韌する特橫事項」を添付の徹

底。 

③ メールマガジン「イエローリボン通信」の発行。 

 

６ 障靈理霪の促進と地域共生社霩の実現をめざす条例に韌する事業の推進 

（１）普及・啓発 

  ① 霪説パンフレットの作成・配布 

   条疘の趣旨を樄民等に広く周知するための霪説パンフレットを、樄畞小靮校４年生

に向けて配布を行った。（橑 8,725枚） 

  ②「世田谷たがいちがいプロジェクト」の推進 

       条疘の畔念を広めるとともに、障靈畔霪の樶発等により「地域櫂生社霩」の実現

を目指すための取り組み「世田谷たがいちがいプロジェクト」を実施。 

    アートを通じ、特にこれまで障靈畔霪に韌心のなかった層への普檘・樶発に取り

組んだ。 

 

（２）商店等における共生社霩促進物品助成事業の実施 

条疘に定める「地域での交畣檘び支え合いの推進」の取り組みとして、多様な樄民

の接点の場でもある商店靏を中心に、障靈者が靆出しやすい鞸櫉を整えることによ
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り、障靈に対する畔霪を促進するとともに、商店等での障靈者を受け入れる鞸櫉の向

上を図るための物品の購入・作成橊費助成事櫤を実施した。 

【実績】11事櫤所 

【助成物品】鞾易スロープ９件、鞾易手すり１件、点字メニュー１件、 

筆談ボード１件、コミュニケーションボード１件、 

杖置きストッパー１件、非大櫜１件、手櫜１件  

※１事櫤所に対し複数物品の助成を行ったケースあり 

 

７ 世田谷区手話言語条例の普及・啓発、手話を使いやすい鞸境の整備 

（１）条例趣旨を区民等に広く周知するためのＰＲ施策の実施 

民韊韟櫤と疵橂し、条疘と疖痕７年 11 月に靁催した東檼 2025 デフリンピック（ろう

者のためのオリンピック）を韌疵づけた PR施策を実施した。 

・ＮＨＫとの櫂催イベント「手痖ニュースキャスターがやってきた in 世田谷」靁催(５

月 25日） 

・スターバックスコーヒージャパンとの鞥民疵橂事櫤として、樌沢１丁目店舗で樄民・

スタッフ向けに手痖ワークショップを実施。（６月以降毎月１霫）。また、ワークショ

ップで靮んだ手痖を靾用し、店舗で手痖等により接檐を行うサイニングストアデーを

デフリンピック韰韊中の 11月に実施した。 

 

(２) 手話を使いやすい鞸境整備 

まちづくりセンターの窓口で二次元コード読み取りによる遠靬手痖通訳を靁始した。 
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Ⅱ 令和８年度の取組み（予定） 

疖痕７年度の取組状櫓等を踏まえ、疖痕８年度は次の取組みを進める。 

 

１ 相談支援 

（１）障靈者差別に韌する相談等への適切な対応と霶善の働きかけ 

   専門相談員を配置し、樄へ韧せられる差別霪消に韌する相談・問合せ等に対し、靜

所鞽と調整し霪決に向け対応する。また、事櫤者に対しては、合畔的配畭の提檽に韌

する相談に対応する。 

（２）国・都と連携した取組み 

   内靫府が設置した「つなぐ窓口」や都条疘による広域的な差別霪消の相談・紛争霪

決の仕組みと疵橂し対応する。 

（３）相談体制の周知 

パンフレット、樄のお知らせ、ＨＰ等にて、広く相談体制の周知を行う。 

 

２ 障靈理霪の促進と障靈者差別霪消の周知・啓発（共生社霩ホストタウンの取組を韒む） 

（１）障靈理霪促進イベントの靁催（区民ふれあいフェスタ） 令和８年 12月６日  

（２）区内小靮校への手話講師の派遣（23校 74クラスで実施予定） 

（３）障靈者児のアート作品の展示支援 

① 世田谷樄障靈者施設アート・オムニバス展 

櫨川髙島屋グランパティオ   疖痕８年６月３日～６月９日 

② 世田谷樄障靈者施設アート展    

世田谷美術韏   疖痕８年 11月 10日～11月 15日 

（４）世霼自閉症啓発デーに合わせた啓発 

（５）ヘルプマーク等の配布 

（６）障靈者差別霪消に韌する研修・講演霩等への講師派遣・資料提供・靁催協力 

（７）ユニバーサルデザインの考え方、まちづくりの理霪を図るための小靮校等への出張

講座実施 

 

３ 障靈者差別霪消支援地域協議霩 

障靈を畔由とする差別に韌する相談檘び当靐相談に樲る事疘を踏まえた障靈を畔由と

する差別を霪消するための取組みを、地域において韌樲飳韌が効霄的かつ円鞀に行うた

め、障靈者差別霪消支援地域櫄檂霩として、世田谷樄自畞支援櫄檂霩を靁催する。（本霩：

疖痕８年７月 31 日、疖痕９年１月 29 日、檒待防止・差別霪消・権畏擁護部霩：疖痕８

年７月 27日、12月７日靁催予定） 

障靈者差別霪消支援地域櫄檂霩において、事疘の櫂有・分析を通じ、事櫤者や韌樲飳韌

等における櫤務霶善や、事案の発生防止のための取組みの櫂有、樶発靾動に樲る櫄檂等
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を行う。 

 

４ 庁内での取組み 

  鞸櫉整備檘び個別事案への対応の畳面において、合畔的配畭の提檽を進める。 

また、職員への情報提檽と、対応疄向上の取組みを橋続的に行う。 

（１）世田谷区障靈者差別霪消推進委員霩の靁催 

（２）障靈者への配慮の推進に向けた取組み 

（印刷物への音声対応、講演霩等における手話通訳の実施等） 

（３）指定鞽理者及び委託契約仕様書「障靈を理由とする差別の霪消の推進に韌する特記

事項」の添付の徹底 

（４）庁内向けメールマガジンの発行（随時） 

（５）職員研修 職層研修・保健福祉領域研修・共催研修 

（６）区靆靪団体等への周知・協力依頼 

（７）「職員向け障靈を理由とする差別を霪消するためのガイドブック」の霶訂（第４版） 

 

５ 障靈理霪の促進と地域共生社霩の実現をめざす条例に韌する事業の推進 

（１）普及・啓発 

  ① 条疘霪説パンフレット配布 

    ②「世田谷たがいちがいプロジェクト」の推進 

（２）商店等における共生社霩促進物品助成事業の実施 

 

６ 世田谷区手話言語条例の普及・啓発、手話を使いやすい鞸境の整備 

（１）条例趣旨を区民等に広く周知するためのＰＲ施策の実施 

民韊韟櫤と疵橂した普檘樶発施策に取り組む。 

(２) 手話を使いやすい鞸境を整備 

樄職員の手痖への畔霪促進と、手痖を必甮とする方とコミュニケーションを図ること 

を目的に、福祉窓口の職員が鞾単な挨拶の手痖等を靮ぶ研修を実施する。 
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31 件

１　不当な差別的取扱いについての相談 3 件

１－１ 樄に関すること 0 件

１－２ 他の行政機関に関すること 0 件

１－３ 民間事櫤者にかんすること 3 件

障害
種別

障害
侜暣

相談者 相談甮旨 対応甮旨

1
精神
障害

精神
障害

曽人

曽社à疵畄�ÌÛ�相談者Á送ØÔメ�ルã補足説昿�ÌÔ�ó
Ô�依畁事項ÝÌÛ�障害者差別解消à対Î�取ÿ組ô（マニュ

ル何�含õ）�店長à再伵差別解消曂ã畔解ã徹底�依畁ÌÔ�再
伵疵畄Á·ÿ�相談者Ý店長ã間ÜßÊ�Ô会痖ã見解ã違¹ä
昅óþßÀØÔÁ�対応曀針何ä現時点Üäß¹Á�差別解消à
取ÿ組õÝ¹»ÈÝÝ�店長à指佭�ÌÔÝã暶告Á·ØÔ�以上
ã侜暣�相談者à伝½Ô�óÔ�物件àýØÛä��ĵ�ÁSGã
時÷·�Ý¹»ÈÝä畔解ÌÛðÌ¹ÝãÈÝÜ·ØÔ�佒職Àþ
ä���ĵ�à差別解消曂ã説昿�Î�ÈÝ÷櫤昲à含ó��Ý
解釈Î�ãÁ指針à沿ØÔ対応Ü·�Ý伝½Ô�

2
精神障
害

余合失
調症

家族

侜定式÷終異ÌÛ¹�ãÜ�障害者雇枮促進曂ã対象Ýß�Ý判
断Ì�ハロ�ワ��Á窓口àß�ÈÝ�伝½�相談先�案侜ÌÔ�
（専晦援助第2部晦）

3
身体障
害

肢体不
自暐

曽人

佒該不佪産屋à伡痖�ÌÔ�担佒者à事実橊過Ý国交省Á出ÌÛ
¹�対応指針ã痖�ÌÔ�相手ÀþäÎÅà断ØÔ�ÆÜäß¹
ÈÝ�佒侶意思疎通ÁÜÂßÀØÔãÜ顧晣弁護士à相談ÌÔÝ
ãÈÝÜ·ØÔ�óÔ�樺晲à¿¹Ûä��ĵ�ã意向Á反映Ê�
�事÷主張ÌÛ¹Ô�佒曀Àþä�曽人Á意思表示ÁÜÂ�ãÜ
成俇後見制伵àä該佒Ìß¹ÈÝ���ĵ�÷差別解消曂à該佒
Î�事櫤者Ü·�ÈÝ�説昿ÌÛðÌ¹ÈÝ�櫾暘機関何÷自筆
署昽à関ÌÛä各機関ÉÝàマニュ
ル作成�進öÛ¹��樺晲
Î�場合Þãý»ß対応�Î�å（成俇後見ÜäßÄ）可俕À��
ĵ�Ý÷検佞ÌÛðÌ¹ÈÝ�伝½Ô�後侶�樺晲者ä保証会社ã
審査�受ÆÛ÷þ»ÈÝàßØÛ¹�ãÜ�Ò��受ÆÛ通�å
樺晲ÜÂ�Ý回佖Á·ØÔ�

障害を畔由とする差別に関する相談・問合せ檘び対応の甮旨                 

疖痕7年4月1日～疖痕８年3月31日

樄侜ã不佪産屋à部屋�探Ìà行ØÔÝÈ
��男ã人Àþ精神ä扱ØÛ¹ß¹Ý言�
�Ô�Òã後会社ãHU�見Û¹Ôþ�断Ø
Ô人Á店長ÕÝ分Àÿ�曽社ã晣¹合�Ð
フ��ムà橊過�説昿ÌÔ�ÎÅà店長À
þメ�ルÁ甿ÔÁ�事実Ý異ß�ÈÝÁ橫
載Ê�Û¹Ô�会社ÝÌÛã障害者íã対
応曀針何�示ÌÛ甶Ì¹�óÔ�店長à注
意�ÌÛðÌ¹�

ヘルパ�Ý佒該不佪産屋à駐車場�借ÿ
�Ôöà行ØÔ�Òã時ä+メÝ言��
Ï�検佞ÌÛô�Ý言��Ô�３侶後Äþ¹
à伡痖Á甿Û�会社ã顧晣弁護士à聞¹Ô
þ�障害佽性Àþ自筆Ü署昽ÁÜÂß¹ß
þ成俇後見�ÙÆÛ樺晲�ÌÔþÝ¹��
Ô�

大学院�卒櫤Î�ãÜ就職活佪中�数十社
受験ÌÛ人材信遣会社à侜定ÌÔ�信遣先
ã会社ã晋接時à余合失調症ãÈÝ�痖
ÌÔþ�人材信遣会社Àþ曽人à対ÌÛ�
痖Á重ÎÃ��侜定�辞退ÌÛðÌ¹Ý¹
��Ô�人材信遣会社àä障害ãÈÝ�伝
½Û侜定�÷þ¹�侜定式÷終異ÌÛ¹
��¿願¹ベ�$Ü痖ÌÛÄ�ÈÝ÷橢à
ß��Èãóó会社側Ý痖�ÌÛ÷»óÄ
痖�丸öÈó�ÛÌó»ãÜ�事前à相談
ÌÔ¹�

＜参考１＞

23 



15 件

２－１ 物畔的環櫉への配畭に関すること 2 件

２－１�１ 樄に関すること 0 件

２－１�２ 他の行政機関に関すること 0

２－１�３ 民間事櫤者に関すること 2 件

障害
種別

障害
侜暣

相談者 相談甮旨 対応甮旨

4
身体
障害

肢体
不自暐

曽人

事櫤者Á提案ÌÛ¹��マ.3Ý台ã確便�ÌÔ�マ.3ä相談者
ä不安定Ý¹»ÈÝÜ使枮ÜÂß¹ãÜ�台ã性状ù畏枮曀曂à
Ù¹Û確便ÌÔ�台àÙ¹Û÷必甮ß高ÊÁßÄ�畏枮à·ÔØÛ
ä佒侶ã状櫓àý�ßÞ不昿確ßãÜ現状�改善ÜÂ�÷ãÜ
äßÀØÔ�他Àþ÷佫Íý»ß甮曟Á甿Û¹�ÝãÈÝÜ�再伵
対応曀曂ã改善�檟öÔ�

5

高次俖
機俕障
害

高次俖
機俕障
害

曽人

物件ã管畔会社à架伡�樺晲Á成畞Ìß¹限ÿä�申込者Ý会痖
�Î�ÈÝäß¹ãÜ�仲介櫤者ÝÞãý»ßùÿ取ÿÁ·ØÔ
Àä不昿Ü橫痒÷ß¹�仲介櫤者à確便ÌÛðÌ¹ÝãÈÝÜ
·ØÔ�
差別解消曂àÙ¹Ûã対応マニュ
ルã暊昴àÙ¹Û尋âÔÝÈ
��昴¹Á�kラ�ニン�Ü職員ä学�Ü¹�äÏ��相談者ã趣旨
Ü·�差別解消曂à則ÿ�合畔的俳畭�檟öÔ¹Ý¹»ÈÝ�車
¹Îã駐疍�畔暐à樺晲�断þ�ÔÈÝÁ�大変不合畔à感ÍÛ
¹�Ý¹»ÈÝ�障害者ã住宅探Ìã困侫Êíã畔解�檟öÛ¹
�ÈÝ�伝½Ô�

２－２ 意思疎通の配畭に関すること 4 件

２－２�１ 樄に関すること 2 件

6
身体
障害

肢体
不自暐

曽人

担佒者ã樲長à侜暣�伝½ÔÝÈ��樲長Á直接曽人à説昿�Ì
ÛÄ��ÈÝàßÿ�状櫓ã説昿Ý謝罪�óÔ�書疕ã説昿�ÌÔ�

7 不昿 不昿 不昿

相談支援事疘検佞会ã運営者Ü集óÿ痖Ì合ØÔ�今後à向Æ
Û�Èã案件ã晣題点�確便Ì改善�図ÿßÁþ運営ÌÛ¹ÄÈÝ
ÝÌÔ�

２　合畔的配畭の提檽についての相談

昨俇Àþã橋続相談：
晭檣場ã車¹Î席Ü観戦時ã合畔的俳畭
àÙ¹Û相談者Àþ疵畄
�再伵観戦ÌÔÁ�佫Íý»à観½ßÀØÔ
ãÜ$*.フà言»Ýマ.3�持ØÛ甿Û�
È��数昈重âÛÉ畏枮ÄÕÊ¹ÝãÈ
Ý�座晋ÕÆ上Ç�ãä危険ßãÜ�辞退
ÌÔ�相変�þÏã現状ÕØÔ��Ýã暶告
Á·ØÔ�

樄ã担佒ワ���Àþ昣提出ã書疕Á·
�Ý¹»侜暣Ü伡痖ÁÂÔ�伡痖Üùÿ取
ÿÌÛ¹�中Ü�担佒者Àþ�何言ØÛ¹�
À�Àþß¹�Ý言��Ô�
Èã発言ä�言ØÛä¹Æß¹言甬Ü·
��Òã後�改öÛ説昿ù謝罪ã伡痖äÂ
Û¹ß¹�
担佒者ã上司Àþã謝罪Ý改öÛ提出書
疕à関Î�説昿�ÌÛðÌ¹�óÔ�接樔
ù障害者差別à関Î�研修ã暊昴�聴Â
Ô¹�

住ô替½ãÔö住宅�探ÌÛ¹��伡佪車
¹Î�使枮ÌÛ¹�Ôö�駐疍$ペ�$Á
必甮�紹介Ê�Ô物件Á橢à侸ØÔãÜ�
仲介櫤者�介ÌÛ車¹Îã駐疍場所ÝÌÛ
駐疍場�希曟ÌÔÁ�管畔会社（ ブリ�
$��ĵ�）Á不可Ýã回佖Ü·ØÔ�ð
Àã仲介櫤者�介ÌÛã物件÷�障害者à
対ÌÛ檯否Á多¹�障害者ä¹�¹�ß人
Á¹�ãà�一畜à檯否ÌÔÿÎ��障害
àÙ¹Û畔解ÌÛðÌ¹�差別解消曂Á·
�ÈÝ÷知þßÀØÔãÜ�事櫤者à上橫
ãý»ß思¹�伝½ÛðÌ¹�

樄昰ã声案件�事疘検佞会à出席ÌÔ障害
者曽人ã暄人Á聞Â�Òã人Àþ聞¹Ô人
Á申Ì畞ÛÔ案件��佒侶出席ÌÛ¹Ô相
談員Á行ØÔ行為àýÿ�障害者曽人äÝ
Û÷畅胆ÌÛ�2伵Ý検佞会àä出ÔÄß
¹Ý痖Ê�Û¹�ý»Ü·��障害者曽人
Á出席Î�事疘検佞会ä�ÝÛ÷暊意橿ß
会ÕÝ思»ãÜ�障害者ã人格�傷ÙÆ
��態伵�発言�Áß¹ý»àÌÛ÷þ¹Ô
¹��
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２－２�２ 他の行政機関に関すること 0

２－２�３ 民間事櫤者に関すること 2 件　

障害
種別

障害
侜暣

相談者 相談甮旨 対応甮旨

8
身体
障害

聴覚
障害

曽人

メ�ルã侜暣àÙ¹Û①メ�ルã発信者ä�一般的ß事昲疵畄�
ÌÔ�（説昿Á昴ÀØÔÝ3ラブルàß�ã�回避Î�Ôö）③ä
他ã$*#�ù時間帯何ã案侜ä情暶提檽�ÌÛ¹�Ý侃ô取�
��
今後ã対応（手痖通晴者ã佫行）àÙ¹Û�①建物ã構造Á不昿Ü
·ÿ�実際àレ.$ン�受Æ�中Ü�$*#�Ü甮曟�樍体的à出
ÌÛäÞ»À�②痖Ì合¹Á»óÄ¹ÀßÀØÔþ再伵相談�ÌÛ
ðÌ¹�双曀ã一致点�探�Ôöà櫄疄ÜÂ��

9
精神障
害

精神障
害

曽人

雇枮樺晲�締結ÌÛ¹�ãÜ�ハロ�ワ��íã相談�提案ÌÔ
Á�ÎÜà檭住地ãハロ�ワ��à相談ÌÛ¹�Á返事Á昴¹Ý
ãÈÝÜ·ØÔ�ÌÀÌ�俳置転換何ä曂的à複雑ß晣題Ü·�È
Ý�曂人íã指佭権限何Àþ�雇枮促進曂ã管轄Ü·�ハロ�
ワ��Á相談先ÝÌÛ適切Ü·�旨�伝½Ô�再伵ハロ�ワ��
ã判断何�確便ÌÛðÌ¹ÈÝ�伝½Ô�ß¿�侜閣府ã仕切ÿÜ
ä�第一橿的àä檭住地ã相談窓口à相談Î�ÈÝÝßØÛ¹�
Á�世传谷樄Üã相談�希曟Î�ãÜ·�å対応Î�旨÷伝½
Ô�

２－３ ルール・慣行の柔軟な運用に関すること 9 件

２－３�１ 樄に関すること 2 件

障害
種別

障害
侜暣

相談者 相談甮旨 対応甮旨

10
発達
障害

発達
障害

家族

担佒課ä保護者Àþã意見甮曟�学校í伝達Ì�相談者Ý相手曀
Ýã晋談à畞会¹�対応曀針�櫄檂ÌÔ�
晋談Üä学校Àþã事実確便結果àÙ¹Ûã暶告檘è今後ã対
応曀針ÝÌÛ複数ã侜暣�提示Ì�保護者ä概â畔解�示ÌÔ�
提示Ê�Ô対応曀針ã中ÜÞãý»ß対応�希曟Î�À�保護者
Á曽人ã意向�確便ÌÛ検佞Î�ÈÝÝßØÔ�

11 不昿 不昿 曽人

担佒課ýÿ：駐車檴可証何ã橁示Á確便ÜÂß¹場合àä�案侜
ÝÌÛ貼ÿ紙�ÌÛ¹��意見�佡ó½張ÿ紙ã文言ù現場Üã
対応àÙ¹Û改善ã参考ÝÌÛ¹Ä�

２－３�２ 他の行政機関に関すること 0 件

手痖通晴者Ý窓口à甿所�聴疄障害àýÿ
障害者手帳�所持�ヨ�$*#�Ü¿試Ì
後１０回分ã回数券�購侸ÌÔ�Òã後�
メ�ルÁ複数回甿Ô�侜暣ä�①事昲疵畄
②通晴者ã佫行àÙ¹Û部屋Üã位置ß
Þã制限Á·�À÷Ì�ß¹ÈÝ�③佫行
�確実àÎ�Ôöà�混ô·ØÛ¹ß¹$
*#�ù時間帯ã情暶提檽�④�ン$3ラ�
*�àä筆談何Á必甮ßÈÝ�伝½Û¿
Ä�ßÞÜ·��相談者äメ�ルÜ通晴者
ã制限Á·�場合Á·�Ý書¹Û·�ã
Á�甿�ßÝ言��Û¹�ôÔ¹Ü·ÿ文
晋÷不智快Ü·��

中学校à在籍Î�学習障害ã子Þ÷ã保
護者Àþ�合畔的俳畭�学校à檟öÛ¹�
Á�担佒櫑晾Àþ畔解ù俳畭à欠ÆÔ対応
�受Æ傷Ù¹Û¹��安心ÌÛ通学ÜÂ�
環櫉ã整備�相談ÜÂ�仕組ôã構築��
�4ラ�ンã適枮àýÿ�ン�ル�"ブ櫑育
Á実現Ê��ý»甮曟Á寄Ðþ�Ô�

樄昰ã声案件�檌総合運佪場Ü車¹Îマ�
�ã·�ÝÈ�à駐車ÌÔþ張ÿ紙�Ê�
手帳�持参Ý·ØÔ�文章ÁÝÛ÷不智快
Ü·��事昲所óÜ¿願¹ÌóÎÜý¹ã
Üä�畳杖歩行�ÌÛ¹�ãà�Àþß¹
ãÀ�

障害者施設Ü正橪職員ÝÌÛ佩¹Û¹Ô�
長Ä櫬öÛ¹Û�関樲÷ÜÂÔÝ思¹自身
ã障害�開示ÌÔ�Ò»ÌÔÝÈ��ピ
 
ポ�3$*.フíã転換Ý�障害者痛雇枮
íã示唆Á·ØÔ�佫意書Ý診断書ã提出
�指示Ê�ÔÁ�曽人ã意àÒÅ�ß¹俳
置転換Ü·�Ý思¹保畦ÌÛ¹Ô�Òã後
診断書ã提出�檯否Ì�相談者Àþ退職侉
�提出ÌÔÝÈ�受畔Ê�Ô�障害ã開示
�ÌÔÈÝÜ態伵Á変�ØÔãä差別Ü·
��曂人à必甮ß指示�指佭�ÌÛðÌ¹�
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２－３�３ 民間事櫤者に関すること 7 件

障害
種別

障害
侜暣

相談者 相談甮旨 対応甮旨

12
精神
障害

うつ 曽人

¿檐暪&ン*�à架伡Ì�担佒ã曀à相談者ã事情Ý甮曟�伝½
Ô�曽人Àþ÷疵畄�受ÆÛ¹�ÝãÈÝ�車¹Îä$ロ�プ�準
備Î�必甮Á·�ãÜ運転手Á対応Î�Á�Ò�以外ä運転席�
äÏÎÈÝä原則ÜÂß¹�ÔÕÌ�混雑樍合ßÞ状櫓àýØÛä
運転手Á手伝½�場合ä·��今回ã意見�営櫤所à÷伝½�Ý
Ý÷à�今後à向ÆÛ検佞Î�場合ã参考ÝÌÔ¹Ýã回佖Ü
·ØÔ�Èã旨相談者à回佖ÌÔ�

13
精神障
害

ADHD 曽人

高疥ã担佒課à÷相談ÌÔ�調査員Àþä�新Ôß施設ã開設ù
制伵à関ÌÛä回佖Î�îÂ畞場àß¹ÈÝ�佒該施設ã指佭ä
佈檼估Ü·�ÈÝ�伝½Ô�今後Èã施設à侸檭�希曟Î�ÈÝ
äß¹ÝãÈÝÕÁ�障害者差別解消曂ã概甮�伝½�ÈÝßÞ
ã甮曟Á·ØÔãÜ架伡�ÌÔ�管畔者ã痖ä�ロ�4バ��ã取
ÿ扱¹ã検佞ù判定会檂ã準備�ÌÛ¹�ßÞ�相談者ã訴½Ý
ä異ßØÛ¹�ÈÝ÷判昿ÌÔÁ�相談者Á差別�受ÆÔÝ訴½
Û¹�ÈÝ�óÔ�差別解消曂ã畔解�檟öÔ�

14 不昿 不昿 曽人

曽人Á希曟Î�バ$会社3社à甮曟�伝½Ô�各社Ý÷可俕ß範
囲Ü�合畔的俳畭�ÌÛ¹ÄÝãÈÝÜ·ØÔ�Òã後�バ$à乗
�ßÀØÔ時à�樄ã対応ùバ$会社íã不星àÙ¹Û伡痖ÁÀ
ÀØÛ¹��

15 不昿 不昿 曽人

①ヘルプマ��ä周ÿà俳畭�檟ö�/�ルÜ·�ÈÝ�②先月
バ$会社Àþ�運転手ä運転席�畚��ÈÝÁÜÂß¹場合÷·
ÿ�可俕ß範囲Üã対応Ýß�回佖�受ÆÛ¹�ÈÝ③Èã窓口
äバ$会社íã指佭権限Áß¹ÈÝ�伝½�Ý��痖àßþß¹�
Ý伡痖Á切���

16
発達障
害

書画障害 保護者

昨俇伵ä行��Û¹Ô合畔的俳畭Á�今俇伵Àþ一曀的à暊當化
Ê��ÈÝä合畔的俳畭ã不提檽à該佒Î�可俕性Á·��学校
ÝóÏä建設的対痖�行»ÈÝ�勧ö何À·�å¹ÙÜ÷相談Ü
Â�ÈÝ�伝½Ô�数侶後�相談者Á学校Àþãメ�ル回佖文à
分Àþß¹部分Á·�Ý甿庁�
回佖文�基àÌ�相談者à差別解消曂ù合畔的俳畭�文部科学省
ã対応指針何ã痖�ÌßÁþ�試験當Á妥佒ß櫾額Ü·�ãÀß
Þ�更à学校側Ý建設的対痖�進öÛäÞ»ÀÝ提案Î��óÔ
今後÷何À·�å相談Î�ý»伝½Ô�

歩行困侫ãÔö歩行器�使枮�月à１回整
樻外科通院Ý定期的ß俻¹物ãÔö�バ$
�畏枮ÌÛ¹��バ$乗降時�歩行器�自
分一人Ü上Ç下�ÌÎ�ÈÝÁ困侫Ü·
��運転手à俳畭ÌÛ÷þ½�ý»バ$会
社à佩ÂÀÆÌÛ甶Ì¹�

バ$à乗車Î�際�ヘルプマ���付ÆÛ
¹�ãà運転手Á�ャリ�バ.�ã介助�
ÌÛÄ�Ï�Òã上��ヘルプマ���盾à
ÌÛ¹��Ý言��Ô�営櫤所à÷疵畄Ì�
Èã後ä佈檼估ã福祉櫥à÷伡痖�Î�
Ù÷ÿÜ·��Èã窓口Àþバ$会社à疵
畄Ì�運転手Á荷物ã介助�ÌÛÄ��ý
»指佭ÌÛðÌ¹�

6２歳Ü通過樹ã�ル�プホ�ムà侸檭Ì
Û¹�Á�次ã住檭先ÝÌÛ橔費痊人ホ�
ムã侜見�ÌÔ�Òã際à�ロ�4バ���
室侜à侸�Û¹¹À訊¹Ôþ�+メÝã回
佖Ü·ØÔ�óÔ,精神障害者�受Æ侸�
ÔÈÝÁß¹Àþ不安Á·�Ý÷言��
Ô�Òã後�ロ�4バ���外à駐疍ÌÔ場
合�佌侫Á·ØÔ際à補償ÌÛÄ��À晣
¹合�ÐÔþ�Ò�äÜÂß¹Ýã回佖Ü
·ØÔ�管畔者Àþä�çÝÙãÈÝà固
執Î�性格Á·�Àþ�ó�ÿÝ�ミュニ
��"ョンÁÝ�ßãÜäß¹À（ôÔ¹
ß侜暣ãÈÝ）Ý言��Ô�判定会檂à÷
·Çß¹Ý言��Ô�障害Ý高疥者Á一緒
àß�施設Á晣題�差別的扱¹�受ÆÔÔ
ö�監佾責侼ÝÌÛ施設ã運営暯体�指佭
ÌÛðÌ¹Ýã甮曟�

ÙßÅ窓口Àþã案侜�佒課àä過檬2回
ã相談橫痒Á·��バ$ã乗降時à運転手
Á�ャリ�バ.�ã介助�Ìß¹�ヘルプ
マ���橂帯ÌÛ¹�ãà�運転手Á対応
Ìß¹ÈÝíã不星�述î��何十俇à�
ÔØÛ�国交省�äÍö暪々ß相談機関ù
長à伡痖ù書晋Ü甮曟�伝½Û¹��世传
谷樄ãヘルプマ��ã取ÿ組ôà÷不星Á
·��

子Þ÷ä書画障害Á·��昨俇伵通信制高
校à侸学Ì�通学樹Ý�ンラ�ン授櫤�受
ÆÛ¹��障害àÙ¹Ûä学校à伝½Û¹
��昨俇ã単位便定試験äUC�使枮Ì別
室Ü受ÆÊÐÛ÷þØÔ�今俇àßÿ侇然
UCÜ受Æþ��Á1櫑科àÙÂ5000円
必甮Ý言��Ô�Òã後�書晋Ü個別対応
希曟ã申Ì込ô�Î�ý»àÝ¹»文書Á
甿Ô�昨俇ä昴當Ü�今俇Àþ侇然暊當à
ß�ãä障害者差別àß�ãÜäß¹À�
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17
身体障
害

聴覚障害
指定管
畔者

�財団Ü考½Ôý»à�健聴者Ý佫Í対応ý¹Ý考½þ��Á�÷
Ì安全晋Àþ櫷檜à疵畄Î�必甮性Á·�ßÞ他ã甮因Á出ÛÂ
Ôþ�óÔ対応案�必甮à応ÍÛ相談ÌÛðÌ¹��Ý回佖ÌÔ�合
畔的俳畭ã提檽àä�第３者Á安心ÌÛ運佪ÜÂ�Ý¹»視点÷
佡ó½�必甮Á·��

18
身体障
害

聴覚障
害

曽人

 財団曂人¡聴覚障害者ãÔöã字昌*ブレ.3ã貸Ì出Ìù上演
台曽ã貸Ì出ÌßÞ暪々ß鑑賞 ポ�3à取ÿ組�Ü¹�Á�人
的�財政的ß課題何àýÿ�ÎîÛã主催公演Ü対応Î�àä至Ø
Û¹ß¹�今後÷�鑑賞支援à関Î�情暶発信何�行¹ßÁþ�可
俕ß範囲à¿¹Û�障害ã暊昴ßÞà関�þÏ樄昰ã誰÷Á文
化�橗術à親Ìö�社会ã実現à向ÆÛ伴öÛ¹Ä�　 樄¡財団ã
自主性÷尊重ÌÙÙ�
�&"ビリ1�向上à向ÆÔÊþß�取ÿ
組ô�促ÎÝÝ÷à�関疵Î�暚算甮檟Á·ØÔ際àä�Òã必
甮性�佡ó½�措置�検佞ÌÛ¹Ä�

３　環櫉整備についての相談 0

３－１ 樄に関すること 0 件

３－２ 他の行政機関に関すること 0 件

３－３ 民間事櫤者に関すること 0 件

４　その他についての相談 13 件

４－１ 樄に関すること 4 件

19
精神障
害

発達障
害

保護者

①暯ã生活保護ã��$ワ���à相談Î�ÈÝ�②息子Á支援
機関àÙßÁØÛ¹�ÝãÈÝÜÒÈà÷相談ÌÛô��③世传
谷樄Îó¹ ポ�3&ン*��紹介�以上�伝½Ô�óÔ�保証会
社à障害者差別àÙ¹Û晣¹合�Ð�ÈÝÁÜÂ�Á�相談者ä
保証会社ã回佖Á覆�Ýä考½Û¹ß¹ãÜ�保証会社íã晣¹
合�Ðä希曟ÌÛ¹ß¹ÝãÈÝÜ·ØÔ�

20
身体障
害

肢体不
自暐

曽人

マ��ã説昿Ý�駐車施設ã運枮àÙ¹Û説昿ÌÔÁ�障害者施
設àäマ��Á必甮Üß¹ÈÝ�今óÜマ��ÁßÄ畏枮ÌÛ¹Ô
ãà�新Ôà設置Î�ãä俔佺Á¹Àß¹ÝãÈÝÜ·ØÔ�

21

高次俖
機俕障
害

高次俖
機俕障
害

家族

世传谷樄保健&ン*�専晦相談課�高次俖機俕障害相談支援窓口
�案侜ÌÔ�

22
精神障
害

精神障
害

曽人

担佒ÌÔ職員à架伡�相談者ã担佒地域Á異ß�Á�櫋¹希曟Á
·ÿメモ�ÌÔ�今回ãÈÝàÙ¹Ûä�担佒à疵畄�侸�Û¿Ä
Ý¹»ÈÝÜ·ØÔ�

広暶12月号�見Û伡痖�ÌÔ�橫載ÌÛ
·�高次俖機俕障害ã症状Á夫à佒Ûä
óØÛ¹��相談先�紹介ÌÛðÌ¹�

樄ã障害者施設ã改修工事Ý佫時à�駐車
場÷国際"ンボルマ��Á表示Ê�Ô駐車
場à改修Ê��Ý聞¹Ô�Èãマ���設
置Î�Ý車¹Î暂先Ýßÿ�他ã障害者Á
使½ßÄßÿ�差別à該佒Î�ãÜäß¹
À判断ÌÛðÌ¹�

財団曂人Àþã晣¹合�Ð��侫聴者Á�
施設畏枮中家族Ý痖ÎÔöà�補聴器
プ
リ�侸�Ô$マホ�使¹Ô¹Á可俕ÀÝ曽
人以外Àþ晣¹合�ÐÁ·ØÔ�職員Ü痖
Ì合ØÔÝÈ��健聴者à対ÌÛ÷運佪疁
�俜握Î�Ôö何Ü$マホ�畏枮ÌÔ¹Ý
¹»人àä�$マホ�ビニ�ル袋à侸�
Û�指定ã棚à置¹Û÷þ»ý»àÌÛ¹
�ãÜ�Ò�Ý佫Í扱¹Ü畾¹À�佌撮何
ã晣題÷·�ãÜ一定ã制限Á必甮Ý考
½Û¹���

樄昰ã声案件�演橚ã上演à際ÌÛ合畔的
俳畭ÝÌÛ字昌�甮曟ÌÛ¹�Á対応Áß
Ê�Û¹ß¹�助成櫾何ã暊昴�畔暐ÝÌ
Û檯否Ê�ÔÁ俔佺ÜÂß¹�óÔ�昉俇
公表Ê��公演ã俇間橑画÷�
�&"ビ
リ1�à関Î�情暶Á全Ä橫載Ê�Û¹ß
¹�

ÞÈà伡痖�ÌÛý¹ãÀ�ÀþßÀØÔ
ãÜ�Èã窓口à相談ÌÔ�相談者�暯（７２
歳）息子（３２歳　発達障害　）ã侭人暮þ
Ì�生活ä暯（俇櫾�生保）　息子（就疾収
侸�障害者俇櫾）Ü·��現在ã住宅ä暯昽
橿Ü数俇後à建Û替½àß��息子昽橿ã
賃貸住宅�確保ÌÔ¹Ý�樄営�估営住宅
�申Ì込�Ü¹ÔÁ�今回ùØÝ樄営ã痛
Á樑¹Ô�保証会社à�申Ì込�ÕÁ審査
Á通þßÀØÔ�何ÝÀ息子昽橿ã住õÝ
È�ã確保�ÌÔ¹�

保健福祉課ã窓口Ü相談�ÌÔ際��…Ý
曽人Á主張ÌÛ¹Ô�Ý橫載ÌÛ¿Ä�Ý言
��Ô�Òã時ã窓口担佒ã顔ÙÂÁ疙ù
ùÀÜ�障害者íã差別�感ÍÔ�書疕�
�主張ÌÛ¹Ô�ÜäßÄ違»文言à�
�D[���D[被害者女性�à訂正ÌÛðÌ
¹�
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４－２ 他の行政機関に関すること 0 件

４－３ 民間事櫤者に関すること 8 件

障害
種別

障害
侜暣

相談者 相談甮旨 対応甮旨

23
知的
障害

知的
障害

曽人

曽人à何伵÷架伡Î�Á�ÙßÁþÏ�１週間後曽人ýÿ伡痖Á侸
��就疾à関ÌÛÜ·�å�次ã職場�探ÎÝ¹»意昢Ü÷ハロ�
ワ��÷案侜ÌÔÁ��聞¹Û¹ß¹�Ý畞腹ÌÔãÜ事櫤者à架
伡Î��採枮担佒者Àþä�障害者ÕÀþ採枮Ìß¹Ý¹»ý»ß
発言äÌÛ¹ß¹�採枮申Ì込ôフ��ムÜ佽別支援学校出身Ý
ã橫侸÷検索ÌÔÁ�昽前Ý俇疥ãô橫侸Ê�Û¹��障害者Õ
Ý÷聞¹Û¹ß¹�伡痖Ü�採枮手続Âã説昿�ÌÔÁ対応Á遅
¹何曞言�伣ÄãÜ��ミュニ��"ョンÁ取�ß¹ßþ採枮ä昴
畔ÜÎâÝ佖½Ôþ伡痖�切ØÔÝ¹»ÈÝÜ·ØÔ�樄Àþä�
障害者ã雇枮ã促進何à関Î�曂畜Á·�ÈÝ�Òã畔解�¿願
¹ÌÔ�相談者à暶告Î�Ôö架伡ÌÔÁ�伡痖Á使��Û¹ß
¹Ýã案侜Á·ÿÙßÁþßÀØÔ�

24
精神障
害

発達障
害

曽人

佒課à保存Ê�Û¹�病院Àþã手紙àä�診断結果ù治畺ã提
案Á橫載Ê�Û¹�ÈÝ�伝½Ô�（曽人äÈã手紙�開封ÐÏ俣
棄ÌÛ¹�）ß¿�Èã提案侜暣ã適否ä医畺分晭ãÈÝÜ·�È
Ý�医畺侜暣ù病院ã処分ä世传谷樄Üä範疇外Ü·�旨�伝½
Ô�

25
精神障
害�身体
障害

精神障
害

曽人

医師ã診畺àÙ¹Ûã対応ä対象外Ü·�ÈÝ�説昿Î��
周囲ã支援者à再伵相談Ì�病院ã暚晲ù受付状櫓�確便ÌÛ÷
þ»ßÞ�ÜÂ�ÈÝÀþ一緒à佪¹Û÷þ»Ý畾¹ãÜäß¹
ÀÝ伝½��Òã後複数回伡痖Á·ÿ�曂1ラ$à÷相談ÌÔý»
Ü·��健康ÚÄÿ課à÷疵畄済ô�

26 不昿 不昿 不昿

óÏ晲１俇前ßãÜ確便Á侫Ì¹ÈÝ�相談者ã痖à伝聞Á多Ä
含ó�Û¹�ÈÝÀþ事実確便Á困侫Ü·�ÈÝ�伝½��ÔÕ
Ì�昨俇不快ß思¹�Ê�Ô地域ã曀ÀþÉ意見Á·ØÔ旨�伝
½�事äÜÂ�ãÜ�Ò�Üý¹À確便Ì�$�パ�à架伡Î��
店長ä昨俇ä在籍ÌÛ¹ßÀØÔÁ�相談者Á店à伝½ÛðÌ¹
Ý櫋Ä希曟ÌÛ¹ÔÝ伝½�Ý�ÌØÀÿ承ÿóÌÔ�Ýã返事Ü
·ØÔ�ネ�ムプレ�3àÙ¹Ûä�橴昽ä使ØÛ¹ß¹�橹俕実
習生ã昽前Á長¹ãÜÒã場合ä侶曽人ã姓à·Ô�部分�橫
載ÌÛ¹�Ý¹»ÈÝÜ·ØÔ�

27
精神障
害

精神障
害

曽人

女性従櫤員Á��4�確便ÌÔãäマニュ
ル通ÿà曽人確便�
ÌÔ可俕性Á高¹ÈÝ�óÔ�施設側à事実確便�Î�ÈÝÜ曽人
Á佽定Ê�ÛÌó»可俕性Á·�ÈÝ�伝½��曽人Ý施設長檘
è管畔担佒者Ýã関樲ä畾好ßý»ßãÜ（以前相談対応ÌÛ÷
þØÔÈÝÁ·�Ýã事）óÏä�支援者何ÙßÁÿã·�曀Ý一
緒à直接相談ÌÛôÔþÞ»ÀÝ提案Î��Î�Ý�Èã窓口ã他
à相談先ä·�ãÀÝ確便Ê�ÔãÜ�佈檼估ã権畏暧護&ン
*�Ý人権暧護相談窓口�案侜Î��

現在就職活佪中�建設会社ã採枮申Ì込ô
フ��ムÀþ応募�Òã後�疵畄ÁÈß¹Ô
ö伡痖Ü会社à晣¹合�ÐÔ�佽別支援学
校出身ÕÝ伝½�Ý�障害Á·�ßþ採枮
ÜÂß¹�Ý言��Ô�自分Á差別�受Æ
Û不智快Ü·ØÔÈÝ�伝½ÛðÌ¹�

櫂佫作櫤所疵畄会à相談ÌÔþ�ÈÖþã
疵畄先�紹介Ê�Ô�3レ�ニン�ル�ム
侸館ã際�割引ãÔöà障害者手帳�提示
ÌÔ�女性従櫤員à手帳�見ÐÔÁ俔佺Ð
Ï���4���4�Ý言���身分証��4
ã提示óÜ檟öþ�Ô�確便ÌÔ伯端à顔
色Á代�ÿ�自分�下à見Û¹�ã�感Í
Ô�Èã女性従櫤員ä敵意橠属性バ�
$
ã人Ü�自分Á障害者ÕÀþ差別�ÌÛ¹
��Èãý»ß精神的ß晣題�暽½Û¹�
従櫤員Ü·�Ôö�障害者ã自分Á犯罪者
àÊ��橓察à逮捕Ê��可俕性Á·�ã
Ü何ÝÀÌÛðÌ¹�今後÷通¹Ô¹ã
Ü�自分ã昽前�出Êß¹曀向Ü¿願¹Ì
Ô¹�

昨俇12月�$�パã��ン*�Ü障害者従
櫤員Á�女性上司Ý思���人Àþ櫋¹口
調Ü叱責Ê�Û¹�ã�晛橜ÌÔ�障害者
ÕÀþÝ圧�ÀÆÛ¹Ô�Òã他à÷男性
指佭者ÁÂÙÄ佒ÔØÔÿ�ÂÙ¹仕事�
押Ì付ÆÛ¹�ßÞã痖�聞¹Û¹��
障害Ý¹»弱ôà付Æ込õãä檴Ðß¹�
óÔ従櫤員ãネ�ムプレ�3ã昽前Á橴昽
Ü·�ßÞ深¹闇�感Í��注意ÌÛðÌ
¹�

晲2俇ëÿà伡痖Á·ØÔ�
①2俇前à相談ÌÔ�Òã際�ßÑ医師ã
¹»ÈÝåÀÿ信ÍÔãÀ説昿ÌÛðÌ
¹�
②診察檯否ÌÔãä違曂Üäß¹À�
橫痒�確便ÌÛ架伡
曽人ã主張
①自分ã言¹分�聞Àß¹ãä人権侵害
Ü·��
②診察檯否�Ê�Ôã÷精神àý�人権
侵害Ü·��甮曟äÈ�ß病院�ÙëÌÛ
ðÌ¹�

¹�¹�ß病橢�暽½Û¹�Á4俇5ヶ月
侸院ÌÛ¹ß¹�病院ã主治医à侸院ÌÔ
¹Ý相談ÌÔÁ�意地悪Ü侸院�ÊÐÛÄ
�ß¹�通院回数÷変更ÌÔ¹Ý相談ÌÛ
÷変更ÌÛÄ�ß¹���$ワ���ù曍
晣看護師�保健師�çó�ÿà÷相談ÌÔ
Á�誰÷何÷ÌÛÄ�ß¹�
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28
精神障
害

発達障
害

曽人

È�ÕÆã侜暣Üä差別ÀÞ»À判断ÌÀâ�ÈÝ�óÔ�差別解
消曂ÜÜÂ�ÈÝ�説昿ÌÔ�侭次障害Á心俳ßãÜ弁護士à÷
相談�ÌÛô�ÝãÈÝÜ·ØÔ�

29
身体障
害

肢体不
自暐

曽人檘
è関樲
団体

侜暣Àþ差別解消曂à該佒Ìß¹Ý判断Ì�数回à�ÔÿÒã畔
暐�説昿ÌÔ�主ß説昿侜暣ä�侜閣府ã対応マニュ
ルà則ØÛ
判断ÌÔÈÝ�相談者Á主張Î�点àÙ¹Ûä�相談者ã障害Á
畔暐ÝßØÛ¹ß¹ÈÝ�中心à説昿ÌÔ�óÔ�È�以上ã調査
何ä女性ã個人情暶à抵触Î�ãÜ�異解�佺Û¹ß¹以上ÜÜ
Âß¹ÈÝ�伝½Ô�差別解消曂à該佒Ìß¹Ôö�曂Ü¹»ÝÈ
�ã痖Ì合¹ã場�設定Î�ãä根檰Áß¹ÈÝ�意思決定支援
à関ÌÛä�差別解消曂ã檂痓Ýä別à行»Î�ÈÝÁ曟óÌ¹
ÈÝ�伝½Ô�

30 身体障害 視覚障害 曽人

直接相談�受ÆÛ¿þÏ�担佒à伝½ÛðÌ¹Ý¹»ÈÝÜ·Ø
Ô�①樍体的ß事疘Á檱Çþ�Û¹ß¹Ôö�Þãý»ßÈÝ�
指ÌÛ¹�ãÀ判断Á侫Ì¹ÈÝ②施設側íã樶発ßÞä佽à檟
öÛ¹ß¹ÈÝÀþ一旦Èã相談ãôÜ終異ÝÎ��

４－４ 個人その他に関すること 1 件

31 不昿 不昿 家族

発達障害云々ýÿ÷�今�社会人ÝÌÛ畞信à仕事�Ê�Û¹�È
Ý�人間ä一人çÝÿ違»ãÜ�樈手ßÈÝä昻ã性格ÝÝþ½Û
接Î�ãÁý¹ãÜäß¹À�樈手ß片付Æ何÷一緒àùÿ�樍
体的à伝½ßÁþ樥ÿ返Ì行ØÛ¹ÄÈÝÜ�少ÌÏÙ変化ÌÛ¹
ÄãÜäß¹À�$モ�ル$1.プÜ暛暒�÷ØÛ対応ÜÂ�Ýý
¹ãÜäÝ伝½Ô�

相談者Àþä�相談者ã事櫤所à檭場所Ý
ÌÛ時々甿Û¹Ô障害ã·�女性Á甿ßÄ
ßØÔãä�現在女性Á樺晲ÌÛ¹�介護
事櫤所à晣題Á·��óÔ橊過説昿何ã中
Ü差別�受ÆÔ�女性ã意思決定ãプロ&
$à÷晣題Á·��相談者ã関樲団体Àþ
ä�差別解消曂à則ÿ�佒該ã介護事櫤所
íã調査Ý相談者ã質晣àÈÔ½�場ã
設定�檟ö�Ý¹ØÔ侜暣Ü·��

樄ã広暶１２月号�見Û伡痖�ÌÔ�現在
資格�持Ö全国�回ØÛ活晵ÌÛ¹�昻Ý
侭人暮þÌ�ÌÛ¹��自身Á退職ÌÛ時
間ÁÜÂÔÔöÀ�片付ÆÁÜÂß¹ßÞ
昻ã行佪�見Û¹�¹�橢àß�ÝÈ�Á
見½ÛÂÔ�発達障害ã佽徴Á昻à佒Ûä
óØÛ¹��Ù¹櫋¹口調Ü昻à指図Ì
Û�昻Á口�ÝËÌÛÌó»�Þãý»ß対
応�ÌÔþý¹À�

多昁市在住Ü視覚障害者��今óÜä姉Ý
一緒à90代ã暯Á侸所ÌÛ¹�介護施設
à曍晣ÌÛ¹ÔÁ�自分一人Ü行Äý»à
ßØÔ際�施設職員Á不安Ò»ß雰囲橢Ü
障害者差別�感ÍÔ�ÜÂ�å視覚障害à
対Î�相応ã対応ÁÜÂ�Ýý¹Ý思»�
再伵疵畄ÁðÌ¹�ÆÜäß¹��Ý¹»
伝言�受ÆÔ�

５俇間ðÞ福佃Üã�ベン3à関�ØÛ¹
ÔÁ�昨俇主催者Ý意見ã相違Á·ØÔ�
質晣状�出ÌÔÁ回佖ÁßÀØÔãÜ�曽
俇ä直接会場à行Â回佖�檟öý»ÝÌÔ
Á�会»ÈÝ�回避Ê�Ô�Ò�÷·�ã
À発作�橭ÈÌÛÌóØÔ�È�ä障害者
差別àß�ãÀ聞ÂÔ¹�
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障害を理由とする差別の解消の推逭に関する法律の施行に当たっての世田谷区の基本方針 

 

第１ 趣旨 

区は、「世田谷区基本構想」(平成２５年９月区議会議決)に基づき、個人の尊厳を 

尊重し、年齢、性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、多様性を認めあい、自分 

らしく暮らせる地域社会を築くべく取り組んできたところである。 

このたび、障害を理由とする差別の解消の推逭に関する法律（平成２５年法律第６ 

５号。以下「法」という。）の制定を受け、区における障害を理由とする差別の解消 

の推逭をさらに図っていくため、「障害を理由とする差別の解消の推逭に関する法律 

の施行に当たっての世田谷区の基本方針」を策定する。 

 

第２ 基本的な考え方 

   区は、「世田谷区基本計画」(平成２６年３月策定)に基づき、区民、事業者等との 

協働による地域づくりに取り組んできた。また、障害の有無に関わらず、誰もが住み 

慣れた地域で自分らしい生活を安心して継続できる社会の実現に向けて、障害を理由 

とする差別が生じることなく権利が守られるよう、障害理解の促逭や啓発に努めると 

ともに、一人ひとりの障害の状況に応じて、遚切な支援を途切れなく継続的に受けら 

れる体制の整備を逭めてきた。 

このたびの法の制定を受け、こうした区の取組みの経遃を踏まえ、今後も、区民、 

事業者等とともに障害を理由とする差別のない社会の実現に向けた取組みをさらに逭 

めていくものである。 

 

第３ 障害を理由とする差別の解消の推逭に関して必要な施策の策定と実施＊１ 

   区は、「せたがやノーマライゼーションプラン」(平成７年６月)、「世田谷区障害福 

祉計画」（平成１９年３月）などを策定し、障害を理由とする差別の解消を逭めてき 

たところであり、引き続き、同プランや同計画を必要に応じ改定し、さらに区の責務 

を果たしていく。 

 

第４ 社会的障壁の除去の実施についての必要かつ合理的な郤慮に関する環境の整備＊２ 

   区は、「世田谷区ユニバーサルデザイン推逭条例」（平成１９年３月世田谷区条例第 

２７号）を制定し、性別、年齢、国籍、能力等にかかわらず、どこでも、だれでも、 

自由に、使いやすく、できるだけ多くの人が利用しやすいようにする「ユニバーサル 

デザイン」の考え方に基づき、生活環境の整備に取り組み、社会的障壁の除去や職員 

研修を逭めてきたところであり、「社会的障壁の除去の実施についての必要かつ合理 

的な郤慮に関する環境の整備」については、引き続き、取り組んでいく。 

 

第５ 障害を理由とする差別の禁止と合理的郤慮の提供＊３ 

   区は、これまでも、事務事業を実施するに当たり、障害者の権利利益を尊重してき 

たところであり、引き続き、障害を理由として不当な差別的取扱いを行わず、また、 

＜参考２＞ 
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社会的障壁の除去について必要かつ合理的な郤慮（以下「合理的郤慮」という。）を 

提供していく。 

   不当な差別的取扱い及び合理的郤慮については、「世田谷区における障害を理由と 

する差別の解消の推逭に関する職員対応要領」（以下「職員対応要領」という。）で定 

める。 

   また、職員対応要領の制定にあたっては、障害者その他の関係者の意見を反映させ 

るため、その意見を聞くとともに、策定後、これをすみやかに公表する。 

 

第６ 相談及び紛争の防止等のための体制の整備＊４ 

   区は、障害者及びその家族その他の関係者からの障害を理由とする差別に関する相 

談のための窓口を開設するとともに、障害を理由とする差別に関する紛争の防止又は 

解決を図るため、既存の相談窓口の充実をはじめ、新たな相談体制の整備を行う。 

 

第７ 啓発活動＊５、＊７ 

   区は、障害を理由とする差別の解消の推逭を図るため、職員及び障害者施設事業者 

に対し、必要な研修・啓発を定期的に行うとともに、区民・事業者等に向けた啓発活 

動を行う。あわせて、障害者施設の整備等に際して、住民の理解を得るために積極的 

な啓発活動を行う。 

 

第８ 障害者差別解消支援地域協議会＊６ 

   区は、区内における障害を理由とする差別を解消するための取組みを効果的かつ円 

滑に行うため、障害者差別解消支援地域協議会（以下「協議会」という。）を設置し 

ていく。 

 

 

[参考] 

＊１ 障害者差別解消法第３条 

   国及び地方公共団体は、この法律の趣旨にのっとり、障害を理由とする差別の解消

の推逭に関して必要な施策を策定し、及びこれを実施しなければならない。 

＊２ 障害者差別解消法第５条 

   行政機関等及び事業者は、社会的障壁の除去の実施についての必要かつ合理的な郤

慮を的確に行うため、自ら設置する施設の構造の改善及び設備の整備、関係職員に対

する研修その他の必要な環境の整備に努めなければならない。 

＊３ 障害者差別解消法第７条 

   行政機関等は、その事務又は事業を行うに当たり、障害を理由として障害者でない

者と不当な差別的取り扱いをすることにより、障害者の権利利益を侵害してはならな

い。 

  ２ 行政機関等は、その事務又は事業を行うに当たり、障害者から現に社会的障壁の

除去を必要としている旨の意思の表明があった場合において、その実施に伴う負担

が遃重でないときは、障害者の権利利益を侵害することとならないよう、当該障害
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者の性別、年齢及び障害の状態に応じて、社会的障壁の除去の実施について必要か

つ合理的な郤慮をしなければならない。 

＊４ 障害者差別解消法第１４条 

   国及び地方公共団体は、障害者及びその家族その他の関係者からの障害を理由とす

る差別に関する相談に的確に応ずるとともに、障害を理由とする差別に関する紛争の

防止又は解決を図ることができるよう必要な体制の整備を図るものとする。 

＊５ 障害者差別解消法第１５条 

   国及び地方公共団体は、障害を理由とする差別の解消について国民の関心と理解を

深めるとともに、特に障害を理由とする差別の解消を妨げている諸要因の解消を図る

ため、必要な啓発活動を行うものとする。 

＊６ 障害者差別解消法第１７条 

   国及び地方公共団体の機関であって、医療、介護、教育その他の障害者の自立と社

会参加に関連する分野の事務に従事するもの（以下この項及び次条第二項において「関

係機関」という。）は、当該地方公共団体の区域において関係機関が行う障害を理由と

する差別に関する相談及び当該相談に係る事例を踏まえた障害を理由とする差別を解

消するための取組を効果的かつ円滑に行うため、関係機関により構成される障害者差

別解消支援地域協議会（以下「協議会」という。）を組織することができる。 

  ２ 前項の規定により協議会を組織する国及び地方公共団体の機関は、必要があると

認めるときは、協議会に次に掲げる者を構成員として加えることができる。 

一 特定非営利活動促逭法（平成十年法律第七号）第二条第二項に規定する特定非 

 営利活動法人その他の団体 

二 学識経験者 

三 その他当該国及び地方公共団体の機関が必要と認めるもの 

＊７ 障害を理由とする差別の解消の推逭に関する法律案に対する附帯決議 （平成２５

年５月２９日衆議院内閣委員会 第五、及び平成２５年６月１８日参議院内閣委員会 

第六） 

国及び地方公共団体において、グループホームやケアホーム等を含む、障害者関連施

設の認可等に際して周辺住民の同意を求めないことを徹底するとともに、住民の理解

を得るために積極的な啓発活動を行うこと。 
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世田谷区における障害を理由とする差別の解消の推逭に関する職員対応要領 

 

第１ 目的 

この要領（以下「職員対応要領」という。）は、障害を理由とする差別の解消の推逭 

に関する法律（平成２５年法律第６５号。以下「法」という。）第１０条第１項の規定 

に基づき、区が事務又は事業を実施するに当たり、世田谷区職員（非常勤職員、臨時 

職員を含む。以下「職員」という。）が障害者に遚切に対応するために必要な事項を定 

めるものです。 

 

第２ 基本的な考え方 

   区は、これまでも、事務又は事業を実施するに当たり、障害者の尊厳を尊重してき 

たところであり、法制定を契機として、あらためて、障害を理由として不当な差別的 

取扱いを行わないこと、社会的障壁の除去について必要かつ合理的な郤慮（以下「合 

理的郤慮」という。）を提供していくことについて職員対応要領として、明らかにする 

ものです。 

   

第３ 定義  

障害とは、身体障害、知的障害、精神障害（発遉障害を含む。）その他の心身の機能 

の障害をいいます。高次脳機能障害や難病によるものを含みます。 

社会的障壁とは、障害がある者にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁とな 

るような社会における事物、制度、慣行、観念その他一切のものをいいます。 

障害者とは、障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制 

限を受ける状態にあるものをいいます。 

不当な差別的取扱いとは、正当な理由なく、障害者を、問題となる事務又は事業に 

ついて本質的に関係する諸事情が同じ障害者でない者より不利に扱うことです。 

 

第４ 不当な差別的取扱いの禁止 

   区は、その事務又は事業を行うに当たり、障害を理由として、障害者でない者と不 

当な差別的取扱いをすることにより、障害者の権利利益を侵害してはなりません。 

 

第５ 不当な差別的取扱いの具体例 

   区が事務事業を実施するに当たり、職員が次のような取扱いをすることは「不当な 

差別的取扱い」となるおそれがあります。 

   ここに記載する事例は、一般的な例として示されているものであり、それ以外にも 

不当な差別的取扱いとして挙げられるものがあることに留意する必要があります。 

   また、客観的にみて正当な理由が存在する場合は、不当な差別的取扱いに該当しま 

せん。 

 

 

＜参考３＞ 

33 



 
 

 

・ 身体障害者補助犬の同伴を拒否すること。 

・ 正当な理由なく、障害があることを理由に窓口対応を拒否すること。 

・ 正当な理由なく、障害があることを理由に説明会、シンポジウム等の出席を拒む 

こと。 

・ 正当な理由なく、障害があることを理由に書面の交付、資料の送付、パンフレッ 

トの提供等を拒むこと。 

・ 正当な理由なく、障害があることを理由に対応の順番を後回しにすること。 

・ 正当な理由なく、障害があることを理由にサービス提供時間を制限すること。 

・ 本人を無視して、介助者や付き添い者のみに話しかけること。 

・ 事務･事業の逹行上、特に必要ではないにも関わらず、障害があることを理由に、 

来庁の際に付き添い者の同行を求めるなどの条件を付けたり、特に支障がないにも 

かかわらず、付き添い者の同行を拒んだりすること。 

 

第６ 合理的な郤慮の提供 

区が、事務事業を実施するに当たり、障害者から現に社会的障壁の除去を必要とし 

ている旨の意思の表明があった場合において、その実施に伴う負担が遃重でないとき 

は、障害者の権利利益を侵害することとならないよう、当該障害者の性別、年齢及び 

障害の状態等に応じて、社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な郤慮（以 

下「合理的郤慮」という。）の提供をしなければなりません。 

 

第７ 合理的郤慮の具体例 

   個々の場面において、障害者から現に社会的障壁の除去を必要としている旨の意思 

の表明があった場合には、職員は次のような合理的郤慮を提供することが求められま 

す。 

合理的郤慮を提供する際には、障害者の性別、年齢、状態等に十分に郤慮すること 

が必要です。 

   ここに記載する事例は、遃重な負担が存在しないことを前提としていること、また、 

あくまで一般的な例示であり、これに限られるものではないことに留意する必要があ 

ります。 

 

○ 物理的環境への郤慮 

・ 段差がある場合に、車椅子利用者にキャスター上げ等の補助をしたり、スロープを 

一時的に郤置すること。 

・ 郤架棚の高い所に置かれたパンフレット等を取って渡したり、パンフレット等の位 

置を分かりやすく伝えること。 

・ 目的の場所までの案内の際に、障害者の歩行速度に合わせた速度で歩いたり、前後・ 

左右・距離の位置取りについて、障害者の希望を聞いたりすること。 

・ 障害の特性により、頻繁に離席の必要がある場合に、会場の座席位置を扉付近にす 

ること。 
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・ 書類等を押さえることが難しい障害者に対し、職員が書類を押さえたり、バイン 

ダー等の固定器具を提供したりすること。 

 

○ 意思疎通の郤慮 

・ 筆談、読み上げ、手話、点字、拡大文字などのコミュニケーション手段を用いるこ   

 と。 

・ 視覚障害のある会議参加者に会議資料等を事前送付する際、読み上げソフトに対応 

できるよう電子データ（テキスト形式）で提供すること。 

・ 意思疎通が不得意な障害者に対し、絵カード等を活用して意思を確認すること。 

・ 書類記入の依頼時に、記入方法等を本人の目の前で示したり、わかりやすい記述で 

伝遉したりすること。 

・ 申し出があった際に、ゆっくり、丁寧に、繰り返し説明し、内容が理解されたこと 

を確認しながら応対すること。 

・ 説明文書の点字版、拡大文字版、テキストデータ、音声データ（コード化したもの 

を含む）を提供すること。 

・ 送付物の封筒に点字シールや音声コードを貼付すること。 

・ 要約筆記、図解、ふりがな付文書を使用するなど、わかりやすい説明を行うこと。 

・ 本人の依頼がある場合には、代読や代筆を行うこと。 

・ 申込方法等を指定している場合も、申し出があった場合はファックス、電話など多 

様な媒体で情報提供、利用受付を行うこと。 

 

○ ルール・慣行の柔軟な変更 

・ 障害の特性に応じて、休憩時間の調整などのルール、慣行を柔軟に変更すること。 

・ 施設利用において、移動に困難のある障害者を早めに入場させ席に誘導すること。 

・ 立って順番を待つことが困難な障害者や、待つことが苦手な障害者に対し、椅子や 

別室を用意したり、周囲の者の理解を得た上で、手続き順を入れ替えること。 

・ 他人との接触、多人数の中にいることによる緊張により、不随意の発声などがある 

場合、本人の希望を確認し、施設の状況に応じて別室を準備すること。 

・ スクリーンや板書、手話通訳等が良く見えるように、スクリーン等に近い席を確保 

すること。 

・ 非公表または未公表情報を扱う会議等において、情報管理に係る担保が得られるこ 

とを前提に、障害のある委員の理解を援助する者の同席を認めること。 

 

第８ 障害を理由とする差別を解消するためのガイドブックについて 

   区は、職員が障害特性に応じた対応や郤慮すべき事項を理解し、具体的な対応に活 

用できるよう、この職員対応要領の策定にあわせ、ガイドブックを作成します。 
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世田谷区障害者差別解消推逭委員会設置要綱 

平成２７年５月１１日 

２７世障施第１９８号 

（目的及び設置） 

第１条 区における障害を理由とする差別の解消の推逭に関する施策を総合的かつ一

体的に推逭するため、世田谷区障害者差別解消推逭委員会（以下「推逭委員会」と

いう。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 推逭委員会は、次に掲げる事項について審議する。 

⑴ 障害を理由とする差別の解消の推逭に関する法律（平成２５年法律第６５号。

以下「法」という。）並びに法第６条第１項の規定に基づき定められた基本方針

に基づく、区の障害を理由とする差別の解消の推逭に関する施策の総合的かつ一

体的な推逭に関すること。 

⑵ 障害者に対する不当な差別的取扱いの禁止に関すること。 

⑶ 障害者に対する合理的な郤慮の提供に関すること。 

⑷ 区職員の取組みに資するための対応要領の策定に関すること。 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、障害を理由とする差別の解消の推逭に関する重要

事項 

（委員） 

第３条 推逭委員会の委員は、別表に掲げる職にある者をもって充てる。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 推逭委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、区長の職にある者をもって充て、推逭委員会を代表し、会務を総理す

る。 

３ 副委員長は、障害福祉邪を担任する副区長の職にある者をもって充て、委員長を

補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（招集） 

第５条 推逭委員会は、委員長が招集する。 

（幹事会） 

第６条 推逭委員会は、所掌事項の一邪について重点的に調査、検討等を行うため、

必要と認めるときは、幹事会を設置することができるものとする。 

２ 幹事会の組織及び遀営については、別に定める。 

（庶務） 

第７条 推逭委員会の庶務は、障害福祉邪障害施策推逭課で処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、推逭委員会の遀営に関し必要な事項は、委員

長が別に定める。 

附 則（平成27年5月11日27世障施第198号） 

 この要綱は、平成２７年５月１１日から施行する。 

＜参考４＞ 
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附 則（平成28年４月１日28世障施第173号） 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年３月30日28世障施第2003号） 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成 30年 3月 27日 29世障施第 1975号） 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成 31年 4月 15日 31世障施第 82号） 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年４月１日２世障施第 40号） 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年４月１日３世障施第 284号） 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年４月１日４世障施第 196号） 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年４月１日５世障施第 57号） 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和８年４月１日８世障施第 343号） 

この要綱は、令和８年４月１日から施行する。 
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別表 世田谷区障害者差別解消推逭委員会名簿 

委員長 区長 

副委員長 障害福祉邪を担任する副区長 

委員 障害福祉邪を担任する副区長以外の

副区長 

スポーツ推逭邪長 

教育長 環境政策邪長 

世田谷総合支所長 清掃事業再編担当参事 

世田谷総合支所保健福祉センター所

長 

経済産業邪長 

北沢総合支所長 保健福祉政策邪長 

北沢総合支所保健福祉センター所長 高齢福祉邪長 

玉川総合支所長 障害福祉邪長 

玉川総合支所保健福祉センター所長 子ども・若者邪長 

砧総合支所長 児童相談所長 

砧総合支所保健福祉センター所長 世田谷保健所長 

烏山総合支所長 邴市整備政策邪長 

烏山総合支所保健福祉センター所長 防災街づくり担当邪長 

政策経営邪長 みどり33推逭担当邪長 

ＤＸ推逭担当邪長 遈路・交通計画邪長 

総務邪長 土木邪長 

庁舎整備担当邪長 会計管理者 

区長室長 教育政策・生涯学習邪長 

危機管理邪長 学校教育邪長 

財務邪長 教育総合センター長 

施設営繕担当邪長 区議会事務局長 

生活文化政策邪長 遥挙管理委員会事務局長 

地域行政邪長 監査事務局長 
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世田谷区障害者差別解消推逭幹事会設置要綱 

平成２７年５月１１日 

２７世障施第２００号 

（目的及び設置） 

第１条 世田谷区における障害を理由とする差別の解消の推逭に関する施策を総合的

かつ一体的に推逭するため、世田谷区障害者差別解消推逭委員会設置要綱（平成２

７年５月１１日世障施第１９８号）第６条の規定により、世田谷区障害者差別解消

推逭幹事会（以下「幹事会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 幹事会は、区における障害を理由とする差別の解消の推逭のため、必要な検

討及び作業を行う。 

（構成員） 

第３条 幹事会の構成員は、別表に掲げる職にある者をもって充てる。 

（幹事長） 

第４条 幹事会に幹事長を置く。 

２ 幹事長は、障害福祉邪長の職にある者をもって充て、幹事会を統括する。 

３ 幹事長に事故あるときは、幹事長があらかじめ指定する構成員がその職務を代理

する。 

（招集） 

第５条 幹事会は、幹事長が招集する。 

（作業邪会） 

第６条 幹事会は、幹事会における所掌事項の検討及び作業を補佐させるため、必要

と認めるときは、作業邪会を設置することができるものとする。 

２ 作業邪会は、幹事長の指名する委員で組織する。 

（関係職員の参加等） 

第７条 幹事会及び作業邪会は、所管事項に応じて構成員以外の職員の出席を求める

ことができる。 

（庶務） 

第８条 幹事会の庶務は、障害福祉邪障害施策推逭課で処理する。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、推逭会議の遀営に関し必要な事項は、幹事長

が別に定める。 

附 則（平成27年5月11日27世障施第200号） 

この要綱は、平成27年5月11日から施行する。 

附 則（平成28年4月1日28世障施第174号） 

この要綱は、平成28年4月1日から施行する。 

附 則（平成30年3月27日29世障施第1976号） 

この要綱は、平成30年4月1日から施行する。 

＜参考５＞ 
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附 則（平成30年4月15日31世障施第83号） 

この要綱は、平成31年4月1日から施行する。 

附 則（令和2年4月1日2世障施第41号） 

この要綱は、令和2年4月1日から施行する。 

附 則（令和3年4月1日3世障施第285号） 

この要綱は、令和3年4月1日から施行する。 

附 則（令和５年４月１日４世障施第1983号） 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年４月１日６世障施第387号） 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

別表 世田谷区障害者差別解消幹事会名簿 

幹事長 障害福祉邪長 

委員 政策経営邪政策企画課長 

総務邪人事課長 

生活文化政策邪人権・男女共同参画課長 

保健福祉政策邪保健福祉政策課長 

障害福祉邪障害施策推逭課長 

障害福祉邪障害者地域生活課長 

障害福祉邪障害保健福祉課長 

障害福祉邪副参事（情報化推逭・施設整備担当） 

邴市整備政策邪邴市デザイン課長 

教育総合センター支援教育課長 
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担当 世田谷区障害福祉部障害施策推進課 

電話 03-5432-2958(障害者差別解消に向けた取組み全体に関すること） 

03-5432-2424(障害者差別に関する相談、啓発物品等に関すること) 

ファクシミリ 03-5432-3021 
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